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日
本
は
現
在
、
脱
炭
素
化

に
向
け
２
０
５
０
年
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
ま

た
供
給
リ
ス
ク
の
低
減
な
ど

を
図
る
た
め
比
較
的
小
規
模

な
電
力
網
を
組
み
合
わ
せ
る

と
い
っ
た
分
散
型
エ
ネ
ル

が
、
直
流
な
ら
そ
の
問
題
も

回
避
で
き
る
。
ま
た
交
流
で

は
望
む
地
点
へ
必
要
な
電
力

を
流
す
の
が
難
し
い
が
、
直

流
で
は
制
御
に
よ
り
電
力
潮

流
の
自
由
な
給
配
電
が
可
能

に
な
る
。

給
配
電
の
シ
ス
テ
ム
を
比

較
す
る
と
、
直
流
は
交
流
よ

り
も
部
品
点
数
が
少
な
く
、

制
御
が
容
易
で
あ
る
。
そ
の

た
め
故
障
頻
度
が
低
減
す
る

の
で
信
頼
性
が
高
ま
り
シ
ス

テ
ム
寿
命
は
長
く
な
る
。
太

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
切
り
札
に
な
る
蓄
電
の

分
野
で
も
直
流
技
術
は
用
い

ら
れ
る
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
を
は
じ
め
と
す
る
２
次

電
池
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
や
電
気
自
動
車
の
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
多
く
の
蓄
電
分
野

で
直
流
は
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
直
流
は
交
流

よ
り
も
「
発
電
・
蓄
電
・
消

費
」
と
の
親
和
性
が
高
い
技

術
で
あ
る
。
交
流
系
統
に
お

け
る
周
波
数
同
期
の
必
要
も

陽
光
発
電
は
発
生
し
た
直
流

の
電
気
を
変
換
し
て
現
在
の

交
流
給
配
電
網
に
乗
せ
て
い

る
が
、
信
頼
性
が
高
く
寿
命

の
長
い
直
流
の
給
配
電
網
の

敷
設
が
進
め
ば
、
そ
う
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）
は
、
交
流
へ
の
変
換

な
く
直
接
接
続
が
増
え
て
い

く
だ
ろ
う
。

脱
炭
素
化
と
分
散
化
に
は

再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
が
不

可
欠
だ
が
、
自
然
条
件
に

左
右
さ
れ
る
出
力
の
平
準
化

な
く
、
無
効
電
力
も
な
い
の

が
利
点
で
、
そ
の
優
位
性
は

昔
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
、
変
圧
が
容
易
と
い
う

利
便
性
か
ら
送
電
に
は
も
っ

ぱ
ら
交
流
が
利
用
さ
れ
て
き

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

そ
れ
が
現
在
は
パ

ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
技
術
の
発
展
で
大
容

量
・
高
電
圧
の
交
直
変

換
器
や
直
流
／
直
流
変

換
器
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
コ
ス
ト
も
低
下
し

て
お
り
、
直
流
の
活
用
は
広

が
り
始
め
て
い
る
。
今
後
は

エ
コ
ハ
ウ
ス
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
な
ど
へ
の
適
用
が
期
待

さ
れ
る
。

▼
揚
水
発
電

水
力
発
電
の
一
種
。
高

所
と
低
所
の
２
地
点
に
そ

れ
ぞ
れ
貯
水
池
を
つ
く

り
、
下
の
池
の
水
を
ポ
ン

プ
で
く
み
上
げ
て（
揚
水
）

上
の
池
に
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
下
に
放
水
し
そ
の

水
圧
か
ら
電
力
を
得
る
。

揚
水
に
必
要
な
ポ
ン
プ

を
動
か
す
電
力
を
、
低
需

要
時
に
高
出
力
に
な
っ
た

太
陽
光
発
電
で
賄
う
と
い

っ
た
運
用
で
需
給
調
整
に

役
立
て
る
。
発
電
し
た
電

力
を
水
の
位
置
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
し
て
一
時
的

に
貯
蔵
し
て
お
く
蓄
電
池

の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
。

▼
流
域
治
水

水
害
予
防
な
ど
の
た
め

の
河
川
整
備
を
治
水
と
い

う
が
、
そ
の
対
策
範
囲
を

広
げ
、
雨
水
が
流
れ
込
む

山
間
部
な
ど
の
集
水
域
か

ら
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
氾

濫
域
ま
で
流
域
全
体
を
対

象
に
し
て
、
そ
こ
に
関
わ

る
多
く
の
人
が
協
働
し
て

水
害
対
策
を
進
め
る
と
い

う
考
え
方
。

河
川
区
域
で
の
堤
防
や

ダ
ム
の
整
備
と
い
っ
た
こ

れ
ま
で
の
対
策
に
加
え
、

集
水
域
で
た
め
池
や
水
田

を
治
水
に
利
用
し
た
り
、

氾
濫
域
で
土
地
利
用
規
制

を
し
リ
ス
ク
の
低
い
地
域

へ
の
移
転
を
促
す
な
ど
多

様
な
対
策
を
組
み
合
わ
せ

被
害
の
低
減
を
図
る
。

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
進

行
中
だ
。

こ
の
脱
炭
素
化
と
分
散
化

の
双
方
に
資
す
る
基
盤
技
術

の
１
つ
に
直
流
に
よ
る
給
配

電
が
あ
る
。
現
電
力
シ
ス
テ

ム
の
大
半
は
交
流
が
占
め
て

い
る
が
、
そ
れ
と
は
異

な
る
直
流
の
利
点
を
い

く
つ
か
挙
げ
て
み
る
。

ま
ず
交
流
に
は
送
電

限
界
が
あ
り
電
力
供
給

の
安
定
性
が
保
た
れ
な

い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
一
方

で
直
流
は
そ
う
し
た
問
題
が

な
く
長
距
離
送
電
が
可
能
で

あ
る
。
さ
ら
に
交
流
に
は
周

波
数
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
が

異
な
る
と
系
統
間
を
直
接
つ

な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
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四
国
電
力
送
配
電
、
東
北
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
３

社
は
２
０
２
２
年
４
月
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
事
業
者
に
対
し
発
電

の
一
時
的
な
停
止
を
要
求
す
る
「
出
力
制

御
」
を
実
施
し
た
。
太
陽
光
の
発
電
量
が

多
い
九
州
電
力
エ
リ
ア
以
外
で
は
初
め
て

の
ケ
ー
ス
。

四
国
の
実
施
は
９
日
。
そ
の
前
日
に
予

想
し
た
需
給
状
況
で
、
エ
リ
ア
需
要
が
２

５
２
万
㌔
㍗
、
揚
水
発
電
（
左
欄
用
語
解

説
）
で
の
利
用
が
60
万
㌔
㍗
、
域
外
送
電

が
１
３
１
万
㌔
㍗
と
し
た
需
要
の
合
計
は

４
４
３
万
㌔
㍗
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
再

エ
ネ
出
力
２
６
４
万
㌔
㍗
を
含
む
供
給
の

合
計
は
４
８
３
万
㌔
㍗
。
40
万
㌔
㍗
が
超

計
は
揚
水
発
電
な
ど
も
含
め
１
１
２
１
万

㌔
㍗
。
供
給
量
は
１
１
５
９
万
（
う
ち
再

エ
ネ
＝
６
４
３
万
）
㌔
㍗
。
38
万
㌔
㍗
の

超
過
で
、
12
万
〜
38
万
㌔
㍗
の
低
減
を
見

込
ん
だ
。
中
国
は
17
日
。
同
予
想
は
需
要

７
４
９
万
㌔
㍗
、
供
給
８
０
９
万
（
う
ち

再
エ
ネ
＝
４
９
４
万
）
㌔
㍗
で
60
万
㌔
㍗

超
過
。18
万
〜
60
万
㌔
㍗
減
を
見
込
ん
だ
。

春
は
太
陽
光
の
発
電
量
が
増
え
る
一

方
、
暖
房
な
ど
の
電
力
需
要
が
減
り
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
い
。
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
で
再
エ
ネ
の
発
電
所
も
急

過
す
る
計
算
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
需
給
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
大
規
模
な
停
電
が
発
生

す
る
恐
れ
も
あ
る
。
危
険
な
事
態
を
回
避

す
る
た
め
15
万
〜
41
万
㌔
㍗
の
低
減
を
見

込
ん
で
制
御
の
指
示
を
出
し
た
。

東
北
は
10
日
。
前
日
予
想
の
需
要
量
合

2022
年
４
月
需
要
少
な
く
太
陽
光
過
多

速
に
拡
大

し
て
い

る
。
３
電

力
管
内
の

出
力
制
御
は
、
そ
の
後
も
続
い
た
。

こ
の
前
月
、
東
北
管
内
で
は
供
給
過
多

と
は
逆
の
電
力
不
足
で
需
給
逼
迫
警
報
が

出
さ
れ
た
ば
か
り
（
左
記
事
）。
自
然
に

左
右
さ
れ
る
再
エ
ネ
に
は
ま
だ
乗
り
越
え

る
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

環境政策最前線
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本
紙
今
号
発

行
の
時
期
、
多

く
の
地
域
は
梅

雨
の
最
中
だ
ろ

う
。
気
象
庁
の

サ
イ
ト
を
見
る
と
昨
年
の
梅

雨
明
け
は
沖
縄
な
ど
を
除
き

大
半
の
地
域
で
７
月
中
旬
だ

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
長
期
的

に
は
雨
の
降
る
日
数
自
体
は

減
っ
て
い
る
。
そ
の
分
、
増

え
て
い
る
の
が
大
雨
の
発
生

回
数
だ
。
温
暖
化
に
よ
っ
て

大
気
が
水
分
を
溜
め
て
お
く

こ
と
の
で
き
る
量
が
増
え

た
。
少
量
の
雨
が
減
少
し
、

ま
と
ま
っ
た
雨
粒
が
一
気
に

落
ち
て
く
る
。

▼
降
雨
日
数
の
減
少
は
、
植

物
の
季
節
変
化
に
も
影
響
を

与
え
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の

研
究
報
告
が
あ
る
。
ポ
イ
ン

ト
は
雨
量
で
は
な
く
頻
度
。

雨
が
降
ら
な
い
日
が
増
え
る

と
植
物
が
日
射
を
多
く
受

け
、
そ
の
結
果
、
最
初
の
葉

を
広
げ
る
春
の
訪
れ
が
早
く

な
る
。
植
物
が
緑
に
色
づ
く

時
期
の
衛
星
画
像
と
降
雨
日

数
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
て
、

北
半
球
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域

で
春
の
早
期
化
が
確
認
で
き

た
と
い
う
。

▼
梅
雨
が
明
け
れ
ば
ま
た
、

危
険
と
ま
で
い
わ
れ
る
暑
さ

が
や
っ
て
く
る
。
温
暖
化
の

進
行
を
、
身
を
も
っ
て
感
じ

る
季
節
だ
。
そ
し
て
気
候
変

動
は
、
気
温
の
上
昇
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
植
物
の
生
活

サ
イ
ク
ル
上
の
季
節
を
も
変

え
て
い
た
。
そ
こ
を
す
み
か

と
す
る
昆
虫
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
生
物
種
に
及
ぶ
影
響
も

多
々
あ
る
だ
ろ
う
。
な
ん
と

か
し
て
、
ほ
ど
ほ
ど
の
雨

が
、
ほ
ど
ほ
ど
に
降
っ
て
く

れ
る
梅
雨
に
戻
し
て
い
か
な

い
と
。

2022年春季号 クロスワードパズルの答え

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た「
ホ
ッ
キ
ョ
ク（
北

極
）」が
正
解
。今
回
も
、

８
面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル

を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

（25周年記念サイト）
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温
室
効
果
ガ
ス
不
使
用
製
品
を
推
奨

四国電力など再エネ出力制御
九州エリア以外で初めての実施

脱
炭
素
化
と
分
散
化
の
推
進
に
向
け
た

直
流
給
配
電
技
術
へ
の
期
待
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■ Techno's Thinking 

２

「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」開
設
５
周
年

初
の
電
力
需
給
逼
迫
警
報
発
出

た
。
そ
こ
に
真
冬
並
み
の
寒

さ
が
加
わ
り
、
暖
房
な
ど
の

電
力
需
要
が
増
加
し
た
。
さ

ら
に
日
照
に
左
右
さ
れ
る
太

陽
光
発
電
が
悪
天
候
に
よ
っ

て
出
力
が
低
下
し
て
設
備
容

量
の
１
割
程
度
し
か
発
電
で

き
な
か
っ
た
。
需
要
が
高
い

冬
が
過
ぎ
、
複
数
の
火
力
発

電
所
が
定
期
点
検
な
ど
で
運

転
を
止
め
る
と
い
う
タ
イ
ミ

給
逼
迫
警
報
。
２
０
１
２
年

に
導
入
さ
れ
た
そ
の
制
度
が

２
０
２
２
年
３
月
初
め
て
適

用
さ
れ
、
東
京
電
力
と
東
北

電
力
の
管
内
に
警
報
が
出
さ

れ
た
。

警
報
発
出
の
数
日
前
に
起

き
た
最
大
震
度
６
強
の
福
島

県
沖
地
震
に
よ
り
複
数
の
火

力
発
電
所
が
停
止
し
、
供
給

力
は
大
き
く
低
下
し
て
い

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

電
力
需
給
が
逼
迫
し
た
こ
と

を
受
け
、
供
給
不
足
が
予
想

さ
れ
る
と
き
に
は
政
府
が
事

前
に
そ
れ
を
知
ら
せ
、
緊
急

の
節
電
要
請
を
行
う
電
力
需

ン
グ
も
重
な
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
事
態
に
対
し
、

ほ
か
の
管
轄
の
電
力
会
社
か

ら
電
力
の
融
通
を
受
け
た

り
、
運
転
可
能
な
火
力
の
出

力
を
増
加
し
た
り
と
い
っ
た

対
策
は
進
め
ら
れ
た
が
、
依

然
供
給
力
の
確
保
は
危
ぶ
ま

れ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
政
府
や
電
力
会

社
が
繰
り
返
し
節
電
要
請
を

出
し
、
目
標
節
電
量
の
約
７

割
が
達
成
で
き
た
こ
と
な
ど

で
需
給
は
緩
和
さ
れ
た
。
需

給
逼
迫
警
報
は
発
出
の
翌
々

日
に
解
除
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
３
月

東
京
・
東
北
電
力
管
内
で

※経済産業省「２０２２年３月の東日本における電力需給ひっ迫に係る検証について」より。

電力需給逼迫の背景・要因

も
２
０
２
１
年
６
月
に
記
録

し
た
カ
ナ
ダ
西
部
の
49
・
６

℃
と
い
う
最
高
気
温
の
例
を

示
し
、
そ
の
際
の
熱
波
発
生

時
期
１
週
間
の
熱
中
症
の
死

亡
者
が
５
２
６
人
に
達
し
た

と
記
し
て
い
る
。
顕
著
な
高

温
の
対
策
は
「
重
点
対
象
分

野
」
に
も
加
え
ら
れ
、
上
昇

す
る
危
険
度
の
適
切
な
把
握

や
事
前
計
画
の
策
定
な
ど
を

進
め
て
い
く
と
し
た
。

は
残
し
、
新
た
に
「
顕
著
な

高
温
が
発
生
し
た
際
に
、
死

亡
者
数
を
可
能
な
限
り
減
ら

す
こ
と
を
目
指
す
」
の
１
項

る
」
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

判
断
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
前
年
の
検
証
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
回
の

改
定
で
も
中
期
目
標
の
死
亡

者
数
年
間
１
０
０
０
人
以
下

同
年
８
月
中
旬
の
気
温
は
低

く
、
５
年
移
動
平
均
で
見
る

と
依
然
１
０
０
０
人
超
の
上

昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

目
標
に
含
ま
れ
て
い
た
「
顕

著
な
減
少
傾
向
に
転
じ
さ
せ

昨
年
の
熱
中
症
に
よ
る
死

亡
者
数
は
７
０
１
人（
概
数
）

だ
っ
た
。
年
間
１
０
０
０
人

以
下
と
し
て
い
た
改
定
前
の

中
期
目
標
は
単
年
で
は
達
成

で
き
た
こ
と
に
な
る
。だ
が
、

を
加
え
た
。

こ
の
項
を
追
加
し
た
背
景

に
は
地
球
温
暖
化
の
進
行
が

あ
る
。
今
回
の
行
動
計
画
で

顕
著
な
高
温
で
も
死
亡
者
減
へ

政
府
関
係
者
会
議

熱
中
症
対
策
行
動
計
画
改
定

熱中症対策行動計画のポイント

環
境
大
臣
を
議
長
と
す
る
政
府
の
関
係
者
会
議
が
２
０
２
２
年
４
月
に
開
か
れ
、
昨
年

に
策
定
さ
れ
て
い
た
「
熱
中
症
対
策
行
動
計
画
」
を
改
定
し
た
。
地
球
温
暖
化
が
進
行
し

夏
の
気
温
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
熱
中
症
は
国
民
生
活
に
直
結
す
る
深
刻
な
問
題
で

あ
る
と
考
え
、
一
層
の
対
策
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

加
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年

度
の
排
出
量
は
５
１
７
０
万

㌧
で
、
２
０
１
３
年
度
比
で

61
・
０
％
増
加
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
全
体
の
約

９
割
を
占
め
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
は
10
億
４
４
０
０
万
㌧
。

そ
の
部
門
別
内
訳
は
、
工
場

な
ど
「
産
業
部
門
」
が
３
億

５
６
０
０
万
㌧
で
前
年
度
比

８
・
１
％
（
３
１
２
０
万
㌧
）

減
、
自
動
車
な
ど
「
運
輸
部

門
」
が
１
億
８
５
０
０
万
㌧

で
同
10
・
２
％
（
２
１
０
０

万
㌧
）
減
、
商
業
や
オ
フ
ィ

の
前
段
階
と
し
て
２
０
３
０

年
度
に
２
０
１
３
年
度
比
46

％
減
の
目
標
を
表
明
し
て
い

る
。
今
回
の
21
・
５
％
減
か

ら
今
後
10
年
で
、
削
減
量
を

大
き
く
積
み
増
し
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

こ
の
確
報
値
は
、
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
事
務
局

に
、
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
・
吸
収
目
録
と
し
て
正

式
に
提
出
さ
れ
る
。

ス
な
ど「
業
務
そ
の
他
部
門
」

が
１
億
８
２
０
０
万
㌧
で
同

４
・
７
％（
８
９
０
万
㌧
）減
、

「
家
庭
部
門
」
が
１
億
６
６

０
０
万
㌧
で
同
４
・
５
％（
７

２
０
万
㌧
）
増
だ
っ
た
。
家

庭
部
門
が
前
年
か
ら
増
加
し

た
要
因
は
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅

時
間
が
増
え
た
こ
と
な
ど
。

日
本
は
２
０
５
０
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
）
実
現

の
進
展
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
拡
大
や
原
子
力
発
電

所
再
稼
働
に
よ
る
電
力
の
低

炭
素
化
な
ど
も
挙
げ
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
種
類
別

で
は
Ｃ
Ｏ
２

や
メ
タ
ン
な
ど

が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、

代
替
フ
ロ
ン
の
ハ
イ
ド
ロ
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類
（
Ｈ
Ｆ

Ｃ
ｓ
）
の
排
出
量
が
年
々
増

環
境
省
で
は
、
前
年
度
か

ら
の
減
少
要
因
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
製
造
業
の
生
産
、
旅
客

機
の
運
航
、
貨
物
輸
送
の
減

少
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

減
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。
ま
た
基
準
年
度
か
ら

の
減
少
要
因
に
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
加
え
、
省
エ
ネ

ぞ
れ
温
暖
化
す
る
能
力
は
異

な
る
。
こ
れ
を
比
較
し
や
す

く
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２

を
１

と
し
た
と
き
の
比
率
を
計
算

し
単
位
を
揃
え
る
。

計
算
に
は
主
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

評
価
報
告
書
に
示
さ
れ
た
地

球
温
暖
化
係
数
（
Ｇ
Ｗ
Ｐ
）

を
使
う
。
メ
タ
ン
な
ら
係
数

は
25
な
の
で
１
㌧
排
出
さ
れ

た
と
き
の
Ｃ
Ｏ
２

換
算
値
は

25
㌧-

Ｃ
Ｏ
２

に
な
る
。

Ｃ
Ｏ
２

換
算

地
球
温
暖
化
を
招
く
温
室

効
果
ガ
ス
に
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の

ほ
か
に
も
、
メ
タ
ン
や
一
酸

化
二
窒
素
、
フ
ロ
ン
類
な
ど

複
数
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ

環
境
省
と
国
立
環
境
研
究
所
は
２
０
２
２
年
４
月
、
２
０
２
０
年
度
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
ま
と
め
、
確
報
値
と
し

て
公
表
し
た
。
総
排
出
量
は
Ｃ
Ｏ
２

換
算

（
以
下
同
）
で
11
億
５
０
０
０
万
㌧
。
そ

こ
か
ら
植
林
や
都
市
緑
化
な
ど
に
よ
る
吸
収
量
４
４
５
０
万
㌧
を
差
し
引
い
た
実
質
排
出

量
は
11
億
６
０
０
万
㌧
だ
っ
た
。
こ
れ
は
基
準
と
す
る
２
０
１
３
年
度
総
排
出
量
の
14
億

９
０
０
万
㌧
と
比
べ
21
・
５
％
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
集
計
確
報
値

実
質
排
出
量
2013
年
比
21・５
％
減

環
境
省
／
国
立
環
境
研
究
所

答えは「ホッキョク」
（北極）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

フ ル ホ 　 サ
キ 　 ゲ ド ク
ノ ヤ イ バ 　
ト ヤ イ ギ
ウ ッ ド 　 ョ

❶  地震などによる発電所の計画外停止および地域間連系線の
運用容量低下
◉ 3/16 の福島県沖地震の影響
▼  JERA広野火力など計 335 万 kWが計画外停止
（東京分 110 万 kW)
▼ 東北から東京向けの送電線の運用容量が半減
（500 万 kW→ 250 万 kW)

◉ 3/17 以降の発電所トラブル
▼ 電源開発磯子火力など計 134 万 kWが計画外停止

❷  真冬並みの寒さによる需要の大幅な増大
▼ 想定最大需要 4,840 万 kW　※東日本大震災以降の 3
月の最大需要は4,712 万 kW（発電端値）

❸  悪天候による太陽光の出力減、冬の高需要期（１・２月）終了
に伴う発電所の計画的な補修点検
▼ 太陽光発電の出力は最大 175 万 kW（設備容量の 1割
程度）

▼ 今冬最大需要（5,374 万 kW）の１月６日と比べ計 511万
kWの発電所が計画停止

●中期的な目標
熱中症死亡者数ゼロに向け2030年まで年間1,000人以
下を目指す。顕著な高温でも死亡者数をできる限り減らす。

●重点対象分野
◆ 高齢者等の屋内における熱中症対策の強化
エアコンの適切な使用など熱中症対策に関する知見を高齢者
の視点に立ってまとめ、統一的なワンボイスの情報を提供。
◆ 管理者がいる場所などでの熱中症対策の促進
社会福祉施設やイベント会場、避難所などで、熱中症警戒ア
ラート、暑さ指数の活用徹底。
◆ 地方公共団体の熱中症対策の取り組み強化
地域での熱中症警戒アラートの活用、関係部署・機関との連
携の強化を促す。
◆ 新型コロナウイルス感染症対策と熱中症対策の両立
研究調査分析を進め、十分な科学的根拠を得ながら、新しい
知見を盛り込んだ対応を図る。
◆ 顕著な高温の発生に備えた対応
関係機関が連携し事前計画の策定や暑さからの避難場所確保
など地域の体制整備を支援。

●連携の強化
◆ 地域における連携強化 ◆ 産業界との連携強化

●広報および情報発信の強化

※「実質排出量」は「総排出量」から「吸収量」（森林等の吸収源対策による吸収量）
を差し引いた値。環境省発表資料をもとに作成。

０ （
年
度
）

温室効果ガス実質排出量の推移

0

1000
1100
1200
1300
1400
1500 （単位：百万㌧CO2換算）

1,100

900

1,300

1,200

1,400

1,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

21.5％減

吸
収
量
を
考
慮
し
な
い
総

排
出
量
で
は
基
準
年
度
比

18
・
４
％
減
、
前
年
度
の

12
億
１
２
０
０
万
㌧
か
ら
は

５
・
１
％
減
。
こ
れ
は
２
０

１
４
年
度
以
降
７
年
連
続
の

減
少
に
な
る
。
排
出
量
算
定

を
開
始
し
た
１
９
９
０
年
度

以
降
最
少
で
、
３
年
連
続
で

最
少
を
更
新
し
て
い
る
。

実質排出量 1,355 1,307 1,270 1,255 1,240 1,197 1,166 1,106
総排出量 1,409 1,360 1,322 1,305 1,292 1,248 1,212 1,150
吸収量 54.3 53.6 52.0 50.1 51.4 51.1 46.6 44.5
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家
庭
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
前
年
比
５・９
％
増

コ
ロ
ナ
禍
影
響
環
境
省
２
０
２
０
年
度
調
査

余
っ
た
食
品
の
寄
付
活
動
ガ
イ
ド

地
域
の
団
体
や
自
治
体
が
、
家

庭
で
余
っ
た
食
品
を
集
め
、
そ
れ

を
必
要
と
す
る
生
活
支
援
団
体
や

子
ど
も
食
堂
な
ど
へ
寄
付
す
る
活

動
を
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
。

２
０
２
２
年
３
月
、
環
境
省
は
食

品
ロ
ス
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ

の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
実
施
の
手
引
き
」
を

作
成
し
た
。

計
画
策
定
段
階
か
ら
食
品
引
き

渡
し
ま
で
の
各
工
程
で
そ
れ
ぞ
れ

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
、
対
象
外
品
や
食
品
事
故
な
ど

の
課
題
と
解
決
策
、
実
際
の
活
動

で
か
か
っ
た
費
用
や
期
間
と
い
っ

た
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
実

施
団
体
に
向
け
た
ガ
イ
ド
資
料
と

し
て
い
る
が
、
一
般
市
民
が
食
品

を
持
ち
込
む
前
に
目
を
通
し
て
お

け
ば
、
ス
ム
ー
ズ
な
寄
付
活
動
に

も
つ
な
が
る
。

流
域
治
水
の
「
見
え
る
化
」
開
始

勢
い
を
増
す
豪
雨
な
ど
気
候
変

動
の
影
響
で
頻
発
す
る
水
害
。
河

川
整
備
を
管
轄
す
る
国
土
交
通
省

は
２
０
２
２
年
３
月
、
進
行
中
の

１
級
水
系
で
の
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
２
つ
の
新
た
な
取
り
組
み
を

加
え
た
。
１
つ
は
流
域
治
水
（
１

面
用
語
解
説
参
照
）
の
「
見
え
る

化
」。
被
害
の
予
想
さ
れ
る
場
所

を
色
分
け
で
表
示
す
る
水
害
リ
ス

ク
マ
ッ
プ
に
５
年
計
画
の
整
備
後

の
様
子
を
示
し
浸
水
範
囲
の
変
化

を
可
視
化
し
た
。
ま
た
整
備
率
な

ど
の
統
一
指
標
を
つ
く
り
事
業
ご

と
の
進
捗
状
況
も
ひ
と
目
で
わ
か

る
よ
う
に
し
た
。

も
う
１
つ
は
「
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
推
進
」。
大
雨
の
水
を
た

め
る
遊
水
地
で
生
物
の
生
息
環
境

に
配
慮
し
た
造
成
を
す
る
な
ど
治

水
と
環
境
の
両
立
を
図
る
。
堤
防

や
護
岸
整
備
を
、
ま
ち
づ
く
り
と

一
体
で
進
め
地
域
の
活
性
化
も
進

め
て
い
く
。

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
対
策
の
手
引
き

生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
外
来

生
物
対
策
を
進
め
る
環
境
省
は
２

０
２
２
年
４
月
、
水
辺
の
生
態
系

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
ア
メ
リ

カ
ザ
リ
ガ
ニ
に
つ
い
て
の
啓
発
資

料
を
作
成
し
公
表
し
た
。
広
く
身

近
な
生
き
物
と
認
識
さ
れ
て
い
る

が
、
す
み
着
い
た
池
の
水
草
や
昆

虫
、
小
型
魚
類
と
い
っ
た
在
来
種

の
多
く
を
捕
食
し
生
態
系
に
深
刻

な
被
害
を
も
た
ら
す
。
そ
の
実
態

を
知
っ
て
も
ら
い
対
策
の
促
進
に

つ
な
げ
る
。

公
表
し
た
資
料
は
、
防
除
の
計

画
策
定
や
実
施
方
法
な
ど
の
「
ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
対
策
の
手
引

き
」、
指
導
ポ
イ
ン
ト
も
示
し
て

い
る
「
学
校
教
育
用
教
材
」、
一

般
と
児
童
向
け
を
揃
え
た
「
普
及

啓
発
用
動
画
」
の
３
種
。

因
が
０
・
04
㌧
あ
り
、
合
わ

せ
て
０
・
22
㌧
が
増
え
た
。

前
年
度
と
比
べ
世
帯
当
た

り
の
年
間
排
出
量
は
０
・
16

㌧
増
え
た
。
環
境
省
は
こ
れ

を
増
加
と
減
少
の
各
要
因
が

加
味
さ
れ
た
数
値
と
分
析
し

て
い
る
。

増
加
要
因
の
１
つ
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
テ
レ
ワ
ー
ク
の

浸
透
な
ど
生
活
の
変
化
。
こ

れ
を
特
殊
要
因
と
し
て
０
・

18
㌧
と
試
算
し
た
。
加
え
て

冬
季
の
気
温
が
低
く
暖
房
需

要
が
増
え
た
と
い
う
気
候
要

環
境
省
は
２
０
２
２
年
３
月
、
家
庭
部
門
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
実
態
統
計

調
査
の
結
果
（
２
０
２
０
年
度
確
報
値
）
を
公
表
し
た
。
世
帯
当
た
り
の
年
間
排
出
量
は

前
年
度
の
２
・
72
㌧-

Ｃ
Ｏ
２

（
以
下
「
㌧
」）
か
ら
５
・
９
％
増
え
２
・
88
㌧
だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
差
し
引
か
れ
る

減
少
要
因
の
１
つ
が
、
家
庭

に
供
給
さ
れ
る
電
力
の
低
炭

素
化
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
原
単
位

要
因
と
し
て
０
・
01
㌧
減
と

し
た
。
さ
ら
に
、
省
エ
ネ
の

進
展
な
ど
を
ト
レ
ン
ド
要
因

と
し
て
０
・
05
㌧
減
少
し
た

と
見
て
い
る
。

こ
れ
ら
増
減
双
方
を
重
ね

た
結
果
、
前
年
度
比
５
・
９

％
増
に
な
っ
た
。
な
お
調
査

は
２
０
１
７
年
度
に
始
ま
り

今
回
が
４
回
目
。
前
回
ま
で

世
帯
当
た
り
の
排
出
量
は
回

を
追
う
ご
と
に
減
っ
て
い
た

が
今
回
初
め
て
増
加
し
た
。

当
年
度
２
・
88
㌧
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
種
別
に
よ
る
内
訳

は
、
電
気
＝
１
・
88
㌧
、
都

市
ガ
ス
＝
０
・
44
㌧
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
＝
０
・
17
㌧
、
灯
油
＝

０
・
39
㌧
で
、
電
気
が
65
・

３
％
を
占
め
た
。

調
査
期
間
は
２
０
２
０
年

４
月
〜
２
０
２
１
年
３
月
。

全
国
10
地
方
の
１
万
３
０
０

０
世
帯
を
対
象
に
実
施
。
１

万
15
世
帯
の
回
答
を
集
計
し

た（
有
効
回
答
率
77
・
０
％
）。

eco topicseco topics
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書

追
加
の
対
策
が
な
け
れ
ば
今
世
紀
中
に
１・５
℃
超
の
見
込
み

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
第
２
お
よ
び
第
３
作
業
部
会
（
Ｗ
Ｇ
２
、

Ｗ
Ｇ
３
）
は
２
０
２
２
年
２
月
と
４
月
に
会
合
を
開

き
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
最
新
の
科
学
的
知
見

を
ま
と
め
た
。
以
前
か
ら
定
期
的
に
公
表
さ
れ
て
い

て
今
回
は
第
６
次
報
告
書
に
な
る
。
昨
年
８
月
の
第

１
作
業
部
会
に
続
く
も
の
。
３
つ
の
報
告
書
の
統
合

版
は
今
年
９
月
公
表
予
定
。
世
界
中
の
政
策
決
定
者

ら
が
利
用
す
る
重
要
な
基
礎
情
報
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｗ
Ｇ
２
報
告
書
は
、
気
候
変
動
が
及
ぼ
す
影
響
や

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
な
ど
を
示
す
。
大

雨
、
熱
波
、
干
ば
つ
な
ど
極
端
現
象
の
頻
度
や
強
度

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
約
33
億
〜
36
億
人
が
気
候

変
動
に
対
し
非
常
に
脆
弱
な
環
境
で
暮
ら
し
て
い
る

こ
と
、
今
後
10
年
間
の
対
応
が
そ
れ
ら
を
抑
え
る
た

め
に
重
要
に
な
る
こ
と
、
な
ど
を
挙
げ
た
。

Ｗ
Ｇ
３
は
、
温
暖
化
抑
制
の
方
策
な
ど
。
各
国
が

示
し
て
い
た
既
存
の
対
策
だ
け
で
は
、
地
球
の
平
均

気
温
の
上
昇
は
今
世
紀
中
に
１
・
５
℃
を
超
え
る
可

能
性
が
高
い
と
し
、対
策
強
化
の
必
要
性
を
示
し
た
。

■
発
電
量
は
国
内
需
要
の
０
・
３
％

地
熱
発
電
は
地
球
内
部
に
あ
る
マ
グ

マ
な
ど
の
熱
を
利
用
す
る
発
電
方
法
。

通
常
マ
グ
マ
は
地
下
深
部
に
あ
る
が
、

よ
り
浅
い
地
下
１
・
５
〜
３
㌔
㍍
付
近

の
地
熱
貯
留
層
（
マ
グ
マ
が
温
め
た
高

温
高
圧
の
蒸
気
・
熱
水
の
層
）
の
熱
に

よ
り
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電
す
る
。
季

節
や
天
候
に
影
響
さ
れ
る
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
再
エ
ネ
に
比
べ
安
定
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
る
。

環
太
平
洋
火
山
帯
に
あ
る
日
本
の
地

熱
資
源
量
は
世
界
第
３
位
の
約
２
３
０

０
万
㌔
㍗
。
た
だ
利
用
は
ご
く
一
部
で

国
内
に
20
以
上
の
地
熱
発
電
所
が
点
在

す
る
が
発
電
設
備
容
量
は
約
61
万
㌔

㍗
。
２
０
１
６
年
度
時
点
で
国
内
電
力

需
要
の
約
０
・
３
％
だ
っ
た
。

地
熱
発
電
は
開
発
に
時
間
と
コ
ス
ト

が
か
か
る
。
初
期
調
査
か
ら
発
電
開
始

ま
で
お
よ
そ
10
年
と
い
わ
れ
実
際
に
掘

削
調
査
を
し
て
も
発
電
条
件
に
満
た
な

い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
地
熱
資
源
の
あ

る
場
所
は
多
く
が
国
立
・
国
定
公
園
や

温
泉
地
で
、
利
用
規
制
や
景
観
保
護
の

観
点
か
ら
開
発
が
制
限
さ
れ
て
き
た
。

■
地
域
と
の
共
生
が
必
須

国
を
挙
げ
た
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化

が
加
速
す
る
中
、
経
済
産
業
省
は
２
０

３
０
年
度
ま
で
に
地
熱
発
電
も
設
備
容

量
を
現
在
の
２
倍
以
上
の
１
４
８
万
㌔

㍗
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
開
発
の
支
援

を
始
め
た
。
先
導
調
査
は
独
立
行
政
法

人
が
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ
を
事
業
者
に

提
供
す
る
方
法
だ
。
支
援
事
業
は
全
国

30
地
点
以
上
で
進
め
ら
れ
、
す
で
に
３

カ
所
で
発
電
所
の
運
転
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。

地
熱
発
電
所
の
運
用
に
は
周
辺
地
域

と
の
共
生
も
不
可
欠
だ
。
環
境
保
全
に

十
分
配
慮
し
、
温
泉
資
源
保
護
と
の
両

立
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
温
泉
に
対

す
る
地
熱
発
電
の
影
響
の
有
無
を
科
学

的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
情
報
を
公
に

す
る
こ
と
が
、
温
泉
事
業
者
な
ど
関
係

者
の
不
安
を
解
消
し
、
共
生
へ
向
け
て

の
良
好
な
協
力
体
制
を
築
い
て
い
く
。

革
新
的
な
技
術
開
発
も
進
ん
で
い

る
。「
超
臨
界
地
熱
発
電
」
は
従
来
よ

り
さ
ら
に
地
下
深
く
マ
グ
マ
に
近
い
部

分
の
熱
水
資
源
（
高
温
・
高
圧
力
に
よ

り
液
体
と
気
体
の
区
別
が
つ
か
な
い

水
）
を
活
用
す
る
仕
組
み
。
２
０
５
０

年
を
め
ど
に
実
用
化
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
状
よ
り
大
規
模

な
発
電
が
可
能
に
な
り
、
発
電
コ
ス
ト

の
低
減
も
見
込
め
る
。

火
山
大
国
・
日
本
が
持
つ
豊
富
な
地

熱
資
源
。
長
期
的
に
安
定
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

今
回
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の
中
で
も
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
に

く
く
安
定
的
出
力
源
に
な
る
地
熱
発
電
の
現
状
と
課
題
お
よ
び
展
望
を
紹
介
す
る
。

第４回

知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ再エネ再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ
知っておきたい

世
界
第
３
位
の
資
源
量

日
本
の
地
熱
発
電

解　説

長
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
兼
任
。

事
務
局
は
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン

ト
ン
に
あ
り
、
活
動
全
般
の
調
整

に
あ
た
る
。
現
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
コ
ス
タ

リ
カ
出
身
の
カ
ル
ロ
ス
・
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
さ
ん
で
、
前

任
は
日
本
で
財
務
省
副
財
務
官
を

務
め
た
石
井
菜
穂
子
さ
ん
だ
っ

た
。
受
託
機
関
の
世
界
銀
行
は
、

信
託
基
金
を
管
理
す
る
。

そ
う
し
た
組
織
の
中
枢
を
、
専

門
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
科

学
技
術
諮
問
委
員
会（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
）

と
評
議
会
に
直
接
提
言
を
与
え
る

独
立
評
価
局
（
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
）

の
２
つ
の
部
署
が
支
え
る
。

評
議
会
が
承
認
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
際
に
進
め
る
の
は
、
Ｇ

Ｅ
Ｆ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
呼
ば
れ

る
18
の
実
施
機
関
。
各
機
関
が
開

発
途
上
国
政
府
と
協
力
し
て
事
業

の
枠
組
み
を
設
計
し
、
評
議
会
の

審
査
を
経
て
実
施
す
る
。

原
則
と
し
て
Ｇ
Ｅ
Ｆ
資
金
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
全
額
は
支
給

し
な
い
。
環
境
保
全
を
確
か
に
進

め
る
足
が
か
り
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
。
こ
れ
ま
で
１
９
９
１
年

か
ら
２
０
２
１
年
の
間
に
約
２
１

７
億
㌦
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。

14
、
経
済
移
行
国
２
、
途
上
国

16
）
で
構
成
さ
れ
、
年
２
回
ま
た

は
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。
そ

こ
で
は
資
金
提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
承
認
や
活
動
の
評
価
な
ど

を
行
う
。
評
議
会
議
長
は
事
務
局

間
に
合
わ
せ
４
年
に
１
回
（
原
則

は
３
年
に
１
回
）
開
催
さ
れ
、
政

策
全
般
を
議
論
す
る
。
実
質
的
な

意
思
決
定
機
関
は
総
会
の
も
と
に

置
か
れ
る
評
議
会
。
日
本
を
含
む

32
の
代
表
国
メ
ン
バ
ー
（
先
進
国

地
球
環
境
問
題
に
取
り
組
む
開

発
途
上
国
を
支
援
す
る
目
的
で
地

球
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（Global 

Environment Facility

：
略
称
Ｇ

Ｅ
Ｆ
）
が
試
験
的
運
用
を
ス
タ
ー

ト
し
た
の
は
１
９
９
１
年
７
月
。

３
年
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ェ
ー
ズ
終

了
後
、
１
９
９
４
年
に
正
式
発
足

し
た
。
世
界
銀
行
に
設
置
し
た
信

託
基
金
に
よ
り
、
原
則
無
償
で
承

認
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金

提
供
す
る
。
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
、
生
物
多
様
性
条
約
、
砂
漠
化

対
処
条
約
、
残
留
性
有
機
汚
染
物

質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条

約
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
）、
水
銀
に

関
す
る
水
俣
条
約
の
５
条
約
で
資

金
供
給
を
担
う
機
関
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
４
月
現
在
の
加
盟

国
は
１
８
４
カ
国
。
全
加
盟
国
の

代
表
で
構
成
す
る
総
会
が
増
資
期

　気候変動対策や生物多様性
保全など地球規模の環境問題
に取り組むには、少なからぬ
資金が必要になる。多くの環
境関連条約には開発途上国に
もかかるその大きな負担を国
際社会で支援する仕組みが盛
り込まれている。今回はそう
した資金供給システムを担う
組織について。

ポイント解説シリーズ

環境関連の

機関・組織

G
lobal Environm

ent Facility

第9回

地球環境保全の対策資金を
開発途上国の支援として供給

世
界
的
に
劣
化
が
進
む
生
物

多
様
性
の
回
復
を
狙
い
２
０

２
１
年
６
月
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
で
交
わ
さ
れ
た
国
際
的
約
束

「30by30

（
サ
ー
テ
ィ
・
バ
イ
・

サ
ー
テ
ィ
）」。
２
０
３
０
年
ま

で
に
自
国
の
陸
域
と
海
域
の
そ

れ
ぞ
れ
で
少
な
く
と
も
30
％
を

保
全
区
域
に
す
る
取
り
決
め

だ
。
目
標
達
成
に
向
け
環
境
省

は
２
０
２
２
年
４
月
、
施
策
行

程
を
示
す
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ま

と
め
、
併
せ
て
後
押
し
す
る
有

志
連
合
の
発
足
も
発
表
し
た
。

日
本
で
は
す
で
に
陸
域
の

20
・
５
％
、
海
域
の
13
・
３
％

が
国
立
公
園
な
ど
の
保
護
地
域

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を

30
％
に
ま
で
広
げ
る
た
め
の
柱

に
置
い
た
取
り
組
み
は
「
既
存

の
保
護
地
域
の
拡
張
と
管
理
の

別
目
的
の
管
理
が
結
果
的
に
生

物
多
様
性
保
全
に
つ
な
が
っ
て

い
た
り
す
る
地
域
の
こ
と
。
今

後
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
に
該
当
す
る
場

所
を
環
境
省
が
「
自
然
共
生
サ

イ
ト
（
仮
称
）」
と
し
て
認
定

す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
そ
の

地
域
を
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

登
録
し
て
い
く
計
画
。

各
種
施
策
の
推
進
に
当
た
り

自
治
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

が
参
加
す
る
有
志
連
合
「
生
物

多
様
性
の
た
め
の30by30

ア

ラ
イ
ア
ン
ス
」
も
発
足
し
た
。

参
加
者
は
自
ら
の
所
有
地
や
所

管
地
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
に
登
録
す
る

こ
と
や
既
存
保
護
地
域
の
拡
大

に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
で
目
標

の
達
成
に

貢
献
し
て

い
く
。

公
表
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は

国
内
陸
域
の
保
護
面
積
を
30
％

に
拡
大
す
れ
ば
、
生
物
の
絶
滅

リ
ス
ク
が
３
割
減
少
す
る
と
い

う
研
究
結
果
な
ど
、
保
全
活
動

の
意
義
も
掲
載
し
て
い
る
。

質
の
向
上
」
お
よ
び
「
保
護
地

域
以
外
で
生
物
多
様
性
保
全
に

資
す
る
地
域
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
）
の

設
定
・
管
理
」
の
２
つ
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
は
民
間
の
活
動
で

自
然
が
保
護
さ
れ
て
い
た
り
、

陸
と
海
の
30
％
を
保
全
区
域
に

２０３０年までの行程表を策定

地球環境ファシリティ（GEF）の組織

様
同
士
で
利
用
す
る
Ｅ
Ｃ
モ
ー

ル
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

を
考
え
た
。
内
容
の
検
討
と
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
２
０
１
７
年

７
月
に
ポ
イ
ン
ト
交
換
サ
イ
ト

と
し
て
立
ち
上
げ
た
。

お
客
様
に
共
通
す
る
の
は
電

気
を
使
っ
て
い
る
こ
と
。
つ
ま

り
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

と
い
っ
た
区
分
を
問
わ
ず
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
業
種
が
含
ま
れ

る
。
し
か
も
全
国
展
開
し
て
い

る
の
で
日
本
国
中
が
フ
ィ
ー
ル

ド
だ
。
地
域
が
限
ら
れ
る
魅
力

的
な
名
産
品
も
全
国
的
に
知
っ

て
も
ら
え
る
。
新
規
取
引
、
偶

然
の
出
会
い
、
販
売
経
路
の
拡

大
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
た
。

出
品
を
希
望
す
る
お
客
様
に

初
期
費
用
、
月
額
費
用
、
売
上
・

シ
ス
テ
ム
手
数
料
な
ど
は
一
切

か
か
ら
な
い
。
申
し
込
み
の
登

録
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
５
品

目
ま
で
出
品
で
き
る
。
通
販
の

経
験
が
な
い
な
ど
不
安
が
あ
る

お
客
様
に
は
電
話
で
の
サ
ポ
ー

ト
も
行
っ
て
い
る
。

出
品
商
品
を
購
入
す
る

の
も
原
則
日
本
テ
ク
ノ
の

お
客
様
の
み
。
引
き
換
え

に
使
う
ポ
イ
ン
ト
は
当
社

と
の
取
引
条
件
な
ど
に
応

じ
て
付
与
さ
れ
る
。
社
内

懇
親
用
の
飲
食
品
、
来
客

用
の
お
茶
、
季
節
の
贈
答

品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
サ
イ
ト
利

用
者
数
は
年
を
重
ね
る
ご

と
に
増
え
、
２
０
２
１
年

は
取
引
件
数
４
４
０
０
件

超
、
出
品
数
１
１
０
０
件

超
に
な
っ
た
。

な
お
、
ポ
イ
ン
ト
不
足

分
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
決
済
さ
せ
た
い
出
品
企

業
に
は
、
初
期
費
用
と
シ
ス
テ

ム
手
数
料
の
負
担
を
了
承
し
て

も
ら
う
こ
と
で
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
そ
の
場
合
、
５
品

目
と
い
う
上
限
は
撤
廃
す
る
。

お
客
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立

ち
、
発
展
の
き
っ
か
け
に
な
る

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
の

サ
ー
ビ
ス
が
も
う
１
つ
あ

る
。
２
０
１
９
年
７
月
に

始
動
し
た
お
客
様
同
士
を

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
の
手
法
で
つ

な
ぐ
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ

ｐ
」
で
あ
る
。

現
在
お
客
様
の
数
は
全

国
６
万
件
以
上
。
そ
の
う

ち
毎
月
数
十
件
が
休
業
、

廃
業
、
解
散
と
い
っ
た
選

択
で
事
業
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
て
い
る
。
そ
れ
を
Ｍ
＆

Ａ
と
い
う
選
択
肢
の
提
示

に
よ
り
、
少
し
で
も
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

当
社
の
主
装
置
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
の
契
約
期

間
は
７
年
。
そ
の
契
約
更
新
時

に
先
行
き
に
対
す
る
懸
念
が
示

さ
れ
た
と
き
な
ど
に
相
談
を
受

け
る
。
も
し
後
継
者
不
足
な
ど

に
よ
る
廃
業
や
解
散
を
検
討
し

て
い
る
の
な
ら
、
当
社
の
お
客

様
を
紹
介
し
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
事

２
０
２
２
年
７
月
に
開
設
５

周
年
を
迎
え
る
日
本
テ
ク
ノ
の

ポ
イ
ン
ト
交
換
サ
イ
ト
「
Ｇ
Ｉ

Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」。
今
、

サ
イ
ト
で
は
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

の
「
ワ
ッ
ピ
ー
」
が
節
目
の
折

を
祝
っ
て
い
る
。

始
ま
り
は
６
年
前
。
当
社
の

馬
本
英
一
社
長
が
全
国
の
お
客

様
を
訪
問
し
て
回
っ
た
。
そ
こ

で
得
た
着
想
が
き
っ
か
け
だ
。

そ
ば
を
製
造
す
る
お
客
様
と
つ

ゆ
を
製
造
す
る
お
客
様
が
協
業

す
れ
ば
お
い
し
い
商
品
が
で
き

る
は
ず
│
│
そ
の
ア
イ
デ
ア
を

実
践
し
よ
う
と
、
当
社
の
お
客

業
承
継
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｍ
＆
Ａ
に
は
事
業
譲
渡
、
株

式
譲
渡
の
ほ
か
に
資
本
業
務
提

携
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
よ

る
事
業
の
承
継
方
法
が
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
で
は
専
門

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
慎
重
な
検
討

で
両
社
に
と
っ
て
の
最
善
策
を

導
き
出
す
。
１
組
の
契
約
締
結

ま
で
に
は
あ
る
程
度
の
時
間
を

要
す
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
か

ら
３
年
足
ら
ず
の
２
０
２
２
年

４
月
ま
で
に
13
組
の
Ｍ
＆
Ａ
が

実
現
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　

日
本
テ
ク
ノ
に
は
電
気
を
通

じ
て
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
お
客
様

と
の
出
会
い
が
あ
る
。
高
圧
需

要
家
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
で

あ
り
、
中
堅
、
中
小
企
業
が
多

く
を
占
め
る
。
そ
こ
で
電
気
だ

け
で
は
な
く
事
業
そ
の
も
の
の

一
助
に
な
れ
れ
ば
、
お
客
様
と

当
社
の
双
方
が
と
も
に
発
展
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
。

「GIFT street」５周年
円滑な事業の継続を願い
一助となるサービスを

こ
と
を
期
待
し
て
始
め
た
サ
ー

ビ
ス
だ
。
円
滑
な
事
業
活
動
を

い
つ
ま
で
も
継
続
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　
　

お
客
様
の
事
業
が
継
続
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
開
始
し
た

※GEFウェブサイト、外務省公表資料をもとに作成。

環
境
省

地
球
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ（
Ｇ
Ｅ
Ｆ
）

アジア開発銀行（ADB） 国連食糧農業機関（FAO）

アフリカ開発銀行（AfDB） コンサベーション・インターナショナル（CI）

アンデス開発公社（CAF） 世界銀行（WBG）

欧州復興開発銀行（EBRD） 世界自然保護基金（WWF-US）

国際自然保護連合（IUCN） 中国環境保護対外協力センター（FECO）

国際農業開発基金（IFAD） 西アフリカ開発銀行（BOAD）

国連開発計画（UNDP） ブラジル生物多様性基金（FUNBIO）

国連環境計画（UNEP） 米州開発銀行（IDB）

国連工業開発機関（UNIDO） 南アフリカ開発銀行（DBSA）

総　会

評議会

独立評価局
（GEF IEO）

科学技術
諮問委員会
（STAP）

18の実施機関

事務局 受託機関
（世界銀行）

184の全参加国代
表で構成。増資期
間に合わせ４年に１
回（原則は３年ごと）
開催。

32の代表国メンバ
ー（先進国14、経
済移行国2、途上
国16）で構成。年
２回または必要に応
じて開催。

GEFエージェンシー

世帯当たり排出量の推移と増加量の内訳
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（単位：t-CO2/ 世帯）

2017 20192018 2020（年度）

5.9％増

※環境省発表資料をもとに作成。

3.20 2.882.722.90

コロナ禍など
……0.18

暖房需要など
……0.04

0.16

0.06 0.22

《増加要因》
電力の低炭素化

……0.01
省エネなど

……0.05

《減少要因》

https://econews.jp/article/column/thinking/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://recruit.n-techno.co.jp/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/careers/
https://denki.kankyo-ichiba.jp
https://kankyo-ichiba.jp/
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環境活動を推進する企業の物語

第３６話

コクヨ ㍿   

グ
リ
ー
ン
購
入
の
対
象
に
は
主
要

商
品
で
あ
る
コ
ピ
ー
用
紙
や
文
房

具
類
な
ど
が
該
当
し
て
い
た
。
そ

こ
で
法
に
適
合
す
る
環
境
対
策
商

品
の
開
発
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
原

価
が
ア
ッ
プ
し
販
売
価
格
が
上
が

っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
は
そ
れ
が

受
け
入
れ
ら
れ
ず
販
売
数
は
伸
び

悩
ん
だ
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
技

術
開
発
を
先
行
し
て
進
め
た
こ
と

が
現
在
の
事
業
展
開
に
大
き
く
生

か
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
６
年
に
は
「
環
境
と
経

済
の
好
循
環
」
を
実
現
す
べ
く
、

高
知
県
四
万
十
町
で
「
結
の
森
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
。
地

元
の
森
林
組
合
や
高
校
生
、
行
政

そ
し
て
コ
ク
ヨ
が
協
力
し
合
い
、

森
林
を
育
て
な
が
ら
地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
間
伐
材

に
新
た
な
価
値
を
付
加
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
２
０
２
１
年
７

月
現
在
、
５
４
２
５
㌶
の
森
を
管

理
し
累
計
間
伐
面
積
は
１
９
０
０

㌶
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
２
０
０

７
年
よ
り
高
知
県
か
ら
「
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
証
書
」
が
交
付
さ
れ
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
吸
収
量
は
２
０

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
本
社
：

大
阪
府
大
阪
市
）
は
和
式
帳
簿
の

表
紙
を
製
造
し
て
い
た
「
黒
田
表

紙
店
」
が
そ
の
起
源
。
創
業
は
１

９
０
５
年
だ
。
現
在
で
は
事
業
領

域
を
拡
大
し
、
文
房
具
や
オ
フ
ィ

ス
家
具
な
ど
を
製
造
・
仕
入
れ
・

販
売
す
る
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

企
業
で
あ
る
。

環
境
対
策
を
本
格
化
さ
せ
た
の

は
１
９
９
１
年
。
当
時
は
ご
み
の

最
終
処
分
場
問
題
が
深
刻
化
し
て

お
り
、
そ
の
解
決
に
貢
献
し
て
い

く
た
め
廃
棄
物
の
徹
底
管
理
を
行

っ
た
。
そ
の
後
１
９
９
８
年
に
専

門
部
署
で
あ
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
部
を
設
置
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
を
取
得
し
た
。

「
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の
は

２
０
０
１
年
の
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー

ン
購
入
法
の
施
行
で
す
」
と
語
る

の
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
本
部
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
推
進
室
環
境
ユ
ニ
ッ
ト
の

ユ
ニ
ッ
ト
長
齊
藤
申
一
さ
ん
。

２
０
年
度
ま
で
に
累
計
で
６
万
７

３
９
０
㌧
│
Ｃ
Ｏ
２

に
な
っ
た
。

林
野
庁
の
「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
２
２
」
優
秀
賞
（
林

野
庁
長
官
賞
）
な
ど
数
多
く
の
賞

も
授
か
っ
た
。
こ
こ
で
発
生
す
る

間
伐
材
は
集
成
材
と
し
て
加
工
し

机
や
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
の
商
品
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
２
０
２
２
年
５
月
、
取

り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

環
境
対
策
を
経
営
の
軸
と
す
る
方

針
転
換
を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
を
目
的
と
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｖ
本
部
を
中
心
に
活
動
し
て

い
た
が
、
今
後
は
重
要
な
経
営
課

題
の
１
つ
に
位
置
づ
け
、
経
営
陣

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
再
定
義
し
た
。
目
標
も
そ

れ
ま
で
の
２
０
３
０
年
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
26
％
減
（
２
０
１
３
年
比
、

国
内
連
結
）
か
ら
、
２
０
２
４
年

の
同
50
％
減
な
ど
に
引
き
上
げ

た
。
国
内
主
要
８
拠
点
の
電
力
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替

え
、
目
標
達
成
を
図
る
予
定
だ
。

今
回
の
目
標
に
つ
い
て
齊
藤
さ
ん

は
「
か
な
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

目
標
で
す
。
し
か
し
環
境
問
題
は

待
っ
た
な
し
と
い
う
の
が
我
々
の

認
識
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に
向
け

経
営
と
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
ま

す
」
と
話
す
。
環
境
対
策
を
軸
に

経
営
を
進
め
て
い
く
同
社
の
挑
戦

は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

経営の軸に据えた環境対策

Environmental Information

高知県四万十町での「結の森プロジェクト」。地元の森林組合や高校生らも参加する。

report─ the Eco

２
０
２
２
年
４
月
１
日
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
が
施

行
さ
れ
た
。
宿
泊
業
に
お
い
て

は
主
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
し
て
提

供
し
て
き
た
「
ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、
削

減
に
向
け
た
目
標
設
定
と
提
供

方
法
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
法
律
は
地
球
環
境
問

題
へ
の
対
応
の
一
環
だ
。
そ
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
広
範
な
環
境
保

全
の
目
標
を
含
ん
で
い
る
。

今
回
は
こ
の
法
律
の
施
行
を

機
に
、
宿
泊
業
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
を
考
え
る
。

旅
行
比
較
サ
イ
ト
や
リ
サ
ー

チ
会
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
れ
ば
、
近
年
、
旅
行
者
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
意
識
は
上
昇

傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

７
割
を
超
え
る
回
答
者
が
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
内

容
や
活
動
の
度
合
い
が
宿
泊
先

選
び
の
基
準
の
１
つ
に
な
り
え

る
」
と
い
う
答
え
を
寄
せ
た
調

査
結
果
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

傾
向
に
宿
泊
業
者
が
対
応
し
て

い
く
に
は
、
従
来
と
は
異
な
る

軸
で
の
活
動
を
行
っ
た
り
、
既

存
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
公

表
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
だ

フ
ェ
形
式
で
も
あ
え
て
お
客
様

の
前
で
調
理
し
て
提
供
す
る
な

ど
演
出
を
工
夫
す
る
こ
と
で

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
（
ゴ
ー
ル
12

な
ど
）
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。
地

元
食
材
で
地
産
地
消
を
心
が
け

れ
ば
ゴ
ー
ル
12
だ
け
で
な
く
、

地
域
貢
献
の
側
面
か
ら
ゴ
ー
ル

11
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
」の
達
成
に
も
役
立
つ
。

こ
こ
で
気
を
つ
け
な
く
て
は

い
け
な
い
の
が
、
旅
行
客
が
求

め
る
非
日
常
感
や
快
適
性
を
損

な
わ
な
い
こ
と
。
サ
ー
ビ
ス
品

質
の
維
持
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
に
な
る
。
ま
た
、
ど
ん
な
に

自
社
内
で
取
り
組
み
を
進
め
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
単
な
る
負

担
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
活

動
を
適
切
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
で
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強

化
す
る「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」

に
変
え
ら
れ
る
。
社
会
の
要
求

に
応
え
、
変
化
に
応
じ
、
発
信

す
る
こ
と
が
、
事
業
の
発
展
を

後
押
し
す
る
だ
ろ
う
。

■  「
わ
ん
こ
そ
ば
」で
削
減
量
積
み
上
げ

四
国
と
ほ
ぼ
同
等
の
広
大
な
面
積
と

豊
か
な
自
然
を
有
す
る
岩
手
県
は
２
０

１
９
年
11
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
宣
言
し
た
。「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
省

エ
ネ
）
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）
で
実
現
す
る
豊
か
な
生
活
と
持

続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
」
を
目
指
し
岩

手
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
、
脱
炭
素
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
行
計
画
は
第
２
次
に
当
た
り
、
第

１
次
計
画
は
２
０
１
１
年
度
か
ら
10
年

間
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
25
％
減

ら
す
目
標
だ
っ
た
。
だ
が
２
０
１
８
年

度
ま
で
の
削
減
量
は
11
・
２
％
。
内
訳

を
見
る
と
産
業
部
門
、
業
務
部
門
の
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
が
増
え

て
い
た
。
こ
れ
に
は
１
９
８
９
年
以
降

県
内
の
世
帯
数
が
増
加
を
続
け
て
い
る

こ
と
と
、
産
業
・
業
務
部
門
が
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
優
先
し
、
省
エ

ネ
の
優
先
順
位
が
相
対
的
に
低
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
が
進
ま
な

か
っ
た
部
門
で
も
主
体
的
に
活
動
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
意
識
し
て
進
め
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
岩
手
県
環
境
生
活
部

環
境
生
活
企
画
室
グ
リ
ー
ン
社
会
推
進

担
当
の
主
査
鎌
田
憲
光
さ
ん
。
そ
の

取
り
組
み
の
１
つ
に
「
温
暖
化
防
止
い

わ
て
県
民
会
議
」
が
あ
る
。
地
域
企
業

を
は
じ
め
地
域
活
動
団
体
や
教
育
機
関

な
ど
と
自
治
体
が
一
体
と
な
り
、
脱
炭

素
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
優
れ
た

取
り
組
み
の
表
彰
な
ど
、
県
民
運
動
を

展
開
し
て
い
る
。
同
会
議
が
主
宰
す
る

サ
イ
ト
「
い
わ
て
わ
ん
こ
節
電
所
」
は
、

「
使
っ
て
い
な
い
場
所
の
照
明
は
消
す
」

「
冷
蔵
庫
に
も
の
を
つ
め
こ
み
す
ぎ
な

い
」
な
ど
各
家
庭
で
実
施
し
た
省
エ
ネ

活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
を
見
え
る
化
し
、
そ
の
削
減
量

が
県
の
名
物
・
わ
ん
こ
そ
ば
の
よ
う
に

積
み
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
県
民
参
加

型
の
取
り
組
み
だ
。

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
を
実
現

し
た
い
と
い
う
志
を
同
じ
く
す
る
企
業

や
環
境
団
体
ら
が
協
力
し
合
い
、
省
エ

ネ
意
識
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
わ
ん
こ
そ
ば
に
は
、
岩
手
の
お
も

て
な
し
の
心
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
い
わ

て
わ
ん
こ
節
電
所
と
い
う
名
前
に
は

わ
ん
こ
を
重
ね
、
岩
手
か
ら
地
球
へ

Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
い
う
お
も
て
な
し
を
し

よ
う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
エ
コ

チ
ェ
ッ
ク
に
は
こ
れ
ま
で
県
民
の
の
べ

５
万
人
以
上
が
参
加
し
て
お
り
、
県
の

調
査
で
も
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
行
動

を
実
施
し
て
い
る
県
民
は
７
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
、
県
民
の
よ
り
一
層
の
行
動
を
促

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

■  

省
エ
ネ
、再
エ
ネ
、森
林
吸
収

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
中
で
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
の
第
２
次
岩
手
県
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
で
は
、
２
０
３
０
年
度
の

目
標
を
２
０
１
３
年
度
比
温
室
効
果
ガ

ス
41
％
削
減
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
再

エ
ネ
電
力
自
給
率
を
現
状
の
34
・
４
％

か
ら
65
％
に
、
森
林
吸
収
量
は
過
去
５

年
間
の
平
均
値
に
相
当
す
る
１
３
３
万

９
０
０
０
㌧
│
Ｃ
Ｏ
２

に
な
る
よ
う
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
岩
手
県
は
風
力
お
よ
び
地
熱
の
推

定
利
用
可
能
量
が
と
も
に
全
国
２
位
に

な
っ
て
お
り
、
豊
富
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
特
性
を

生
か
し
て
再
エ
ネ
導
入
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
資
源
も

豊
富
に
あ
る
。
持
続
可
能
な
森
林
整
備

や
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
な
ど
を
通
じ
、
地
域
経
済
や
生
活
の

向
上
に
も
資
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
」

そ
の
ほ
か
に
も
県
は
、
家
庭
・
事
業

者
へ
の
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
機
器
導
入
支

援
な
ど
を
通
じ
、
省
エ
ネ
の
推
進
も
図

っ
て
い
く
。
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
増
や
す
一
方
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
効
率
化
を
通
じ
、
脱

炭
素
を
さ
ら
に
推
し
進
め
よ
う
と
い
う

考
え
だ
。
ま
た
、
温
暖
化
防
止
い
わ
て

県
民
会
議
は
今
後
も
県
民
の
省
エ
ネ
意

識
の
定
着
・
向
上
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
く
。

こ
う
し
た
官
民
一
体
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
岩
手
県
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ゼ
ロ
に
向
か
っ
て
い
く
。

地域特性を生かして脱炭素 岩
手
県

第7回：宿泊業

中小企業の

SDGsSDGs

東京書籍　1,650円（税込）

これってホントにエコなの?　日常生活のあちこちで遭遇する“エコ”のジレンマを解決
ジョージーナ・ウィルソン＝パウエル 著／吉田綾 監訳／吉原かれん 訳

戸
惑
い
が
ち
な
環
境
活
動
の
道
し
る
べ

エ
コ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
の

製
造
は
、
レ
ジ
袋
や
紙
製
カ
ッ
プ

を
つ
く
る
よ
り
環
境
負
荷
が
高
い

の
で
は
？

ヨ
ー
グ
ル
ト
容
器
や

パ
ス
タ
ソ
ー
ス
の
び
ん
な
ど
を
リ

サ
イ
ク
ル
に
出
す
と
き
、
洗
っ
て

お
く
の
は
水
が
無
駄
に
な
る
気
が

す
る
…
…
と
い
っ
た
日
頃
の
環
境

活
動
で
生
じ
る
戸
惑
い
や
疑
問
に

答
え
る
本
。
エ
コ
な
取
り
組
み
の

道
し
る
べ
に
な
っ
て
く
れ
る
。

エ
コ
バ
ッ
グ
（
再
生
可
能
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
い
物
袋
）
は
、

同
じ
も
の
を
12
回
以
上
使
用
す
れ

ば
レ
ジ
袋
よ
り
環
境
負
荷
は
低
く

な
り
、
マ
イ
ボ
ト
ル
（
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
製
の
マ
イ
カ
ッ
プ
）は
、

65
回
の
使
用
で
使
い
捨
て
カ
ッ
プ

に
勝
る
。
残
り
か
す
な
ど
汚
れ
の

つ
い
た
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル

に
支
障
を
来
し
結
果
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
に
な
る
の
で
、
す
す

い
で
出
す
の
が
正
解
。

そ
う
し
た
１
４
０
以
上
の
エ
コ

な
暮
ら
し
に
関
す
る
題
材
を
取
り

上
げ
る
。
著
者
は
英
国
在
住
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。翻
訳
本
の
た
め
、

日
本
の
社
会
や
制
度
と
は
合
わ
な

い
内
容
も
あ
り
多
少
の
注
意
が
必

要
だ
が
、
環
境
配
慮
の
主
旨
は
く

み
取
れ
る
。

疑
問
の
解
消
以
外
に
も
、
添
付

フ
ァ
イ
ル
付
き
電
子
メ
ー
ル
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
は
50
㌘
に
な

る
、
自
動
車
の
エ
ア
コ
ン
は
高
速

道
路
で
オ
ン
、
市
街
地
で
オ
フ
に

し
、
合
わ
せ
て
窓
を
開
け
閉
め
す

る
と
燃
料
の
消
費
が
少
な
い
（
窓

を
開
け
る
と
空
気
抵
抗
で
速
度
が

低
下
す
る
た
め
）
な
ど
、
環
境
分

野
の
雑
学
的
な
ト
ピ
ッ
ク
も
あ
り

読
み
物
と
し
て
も
楽
し
め
る
。

ZeroCarbonCITY
自治体の挑戦

企
業
の
事
業
内
容
に
沿
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成

を
考
え
る
本
コ
ー
ナ
ー
。今
回
は
宿
泊
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
見
て
い
く
。

SDGs豆知識 ⑦

　サステナブル・ツーリズム
という考え方が広がっている。
観光地本来の姿（自然環境
や文化、街の在り方、地域経
済など）の保全を第一とする
「持続可能な観光」を意味す
る。自然を生かしたアクティ
ビティや伝統文化の体験・見
学が代表的な例だ。日本政
府観光局（JNTO）からもサ
ステナブル・ツーリズムの推
進強化に関する方針が発表さ
れており、SDGs達成に向け
た取り組みとして位置づけら
れている。

第7回

ろ
う
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
も
し
く
は
「
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
る
」
中
小
企
業

の
業
種
別
割
合
は
、
製
造
業
に

次
い
で
宿
泊
業
が
多
い
。
一
方

で
、「
何
を
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
も
目

立
つ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
に
お
い
て
、
業
種
や
個
人
・

法
人
に
か
か
わ
ら
ず
根
底
で
共

通
し
て
い
る
の
は
「
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
る
」
こ
と
だ
。

例
え
ば
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
法
へ
の
対
応
は
、
や
る
べ

き
こ
と
も
、
も
た
ら
さ
れ
る
結

果
も
わ
か
り
や
す
い
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
類
を

他
素
材
へ
代
替
し
た
り
廃
棄
量

を
削
減
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
ゴ
ー
ル
12
「
つ
く
る

責
任
、
つ
か
う
責
任
」、
ゴ
ー

ル
14
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
」、
ゴ
ー
ル
15
「
陸
の
豊
か

さ
も
守
ろ
う
」
に
直
接
寄
与
す

る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
ビ
ュ
ッ

取り組み、旅館・ホテル選びの基準に

「いわてわんこ節電所」サイトのトップページ。CO2削
減量をわんこそばのように積み重ねようと呼び掛ける。

https://econews.jp/article/report/ecostory/
https://econews.jp/article/report/zerocarbon_city/
https://econews.jp/article/report/corporate_sdgs/
https://econews.jp/article/column/ecobooks/
https://econews.jp/
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日
本
テ
ク
ノ
グ
ル
ー
プ
の
「
設
備
改
善
」
分
野
を
担
う
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
株
式
会

社
は
、
各
種
工
事
な
ど
実
績
を
重
ね
る
中
で
、
環
境
保
全
や
持
続
可
能
な
事
業
構
築
と
い

っ
た
大
局
的
な
視
野
で
必
要
な
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
蓄
積
し
て
き
た
。
今

回
は
、地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
な
が
る
高
圧
受
変
電
設
備
の
機
器
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

環
境
問
題
で
よ
く
聞
く
基
礎
的
な
用
語
に
つ
い
て
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え

て
解
説
し
て
い
る
テ
ッ
く
ん
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
。第
３
回
は「
温
室
効
果
ガ

ス
」を
取
り
上
げ
る
。家
庭
の
会
話
な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

テッくんの《環境用語の基礎知識》Q&A
第 3回　「温室効果ガス」

温
室
効
果
ガ
ス
と
は
、
大
気

に
含
ま
れ
る
気
体
（
ガ
ス
）
の

中
で
、
地
球
の
表
面
か
ら
宇
宙

に
出
て
い
こ
う
と
す
る
熱
を
た

め
込
む
働
き
が
あ
る
も
の
を
い

う
よ
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
だ

け
ど
、
国
連
（
気
候
変
動
枠
組

み
条
約
）
で
指
定
し
て
い
る
温

室
効
果
ガ
ス
に
は
、
そ
れ
を
含

め
７
種
類
あ
る
。
ほ
か
の
６
つ

は
、
メ
タ
ン
、
一
酸
化
二
窒
素
、

ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

類
、
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

類
、
六
フ
ッ
化
硫
黄
、
三
フ
ッ

化
窒
素
だ
。

熱
を
た
め
込
む
性
質
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ガ
ス
の

お
か
げ
で
地
表
は
暖
ま
り
、
今

の
地
球
の
平
均
気
温
は
約
14
℃

に
保
た
れ
て
い
る
ん
だ
。
も
し

も
温
室
効
果
ガ
ス
が
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
ら
、
地
球
の
表
面
温

度
は
マ
イ
ナ
ス
19
℃
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
と
、
気
象
庁
は
推

計
し
て
い
る
よ
。

大
気
の
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

が
な
く
な
っ
て
厳
し
い
寒
さ
に

な
る
の
は
困
る
け
れ
ど
、
逆
に

増
え
過
ぎ
る
の
も
問
題
な
ん

だ
。
ガ
ス
に
た
め
込
ま
れ
た
熱

が
多
く
な
り
必
要
以
上
に
気
温

が
上
が
る
。
そ
れ
が
地
球
温
暖

化
で
、
そ
の
結
果
、
異
常
気
象

が
発
生
し
や
す
く
な
る
な
ど
気

候
変
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

少
し
前
ま
で
ち
ょ
う
ど
い
い

量
だ
っ
た
け
れ
ど
、
人
間
が
石

炭
や
石
油
と
い
っ
た
燃
料
を
使

っ
て
た
く
さ
ん
の
Ｃ
Ｏ
２

を
出

し
た
こ
と
な
ど
で
温
室
効
果
ガ

ス
は
増
え
て
し
ま
っ
た
。
だ
か

ら
気
候
変
動
が
進
ま
な
い
よ
う

に
出
す
量
を
減
ら
す
必
要
が
あ

る
ん
だ
。
減
ら
し
て
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
と
い
う
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
、
今
、
世
界
の

国
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
よ
。

夏
は
雷
や
台
風
の
被
害
に
注
意

今
回
は
夏
に
よ
く
発
生
す
る

雷
と
台
風
に
対
す
る
電
気
設
備

の
備
え
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
雷
。
落
雷
時
に
は
周

辺
の
電
線
な
ど
に
異
常
な
過
電

圧
・
過
電
流
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
は
雷
サ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
、

高
圧
受
変
電
設
備
に
流
れ
込
む

と
停
電
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
そ
の
事
故
で
設
備
の
改
修

や
交
換
が
必
要
に
な
る
と
停
電

は
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
雷
サ
ー
ジ
の
流
入
防
止

に
は
避
雷
器
（
Ｌ
Ａ
）
や
Ｌ
Ａ

内
蔵
Ｐ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
設
置
が
効

果
的
で
す
。

ま
た
落
雷
は
屋
内
の
サ
ー

バ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
に
も
被
害
を

及
ぼ
し
ま
す
。
電
源
ケ
ー
ブ
ル

な
ど
か
ら
雷
サ
ー
ジ
が
流
れ
込

み
、
機
器
の
損
傷
、
焼
損
な
ど

が
生
じ
る
た
め
で
す
。
こ
れ
を

防
ぐ
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
い
わ
れ

る
、
瞬
間
的
に
過
電
圧
を
制
限

し
過
電
流
を
分
流
す
る
機
器
な

ど
の
導
入
が
有
効
で
す
。
事
業

場
に
適
し
た
機
器
を
備
え
、
被

害
を
最
小
限
に
す
る
対
策
を
進

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

次
に
台
風
。
周
知
の
通
り
、

強
さ
、
大
き
さ
、
進
路
に
よ
っ

て
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
す
。

高
圧
受
変
電
設
備
で
は
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
の
扉
が
開
い
た
り
雨
水

が
内
部
に
浸
入
し
た
り
す
る
こ

と
で
停
電
事
故
を
招
き
ま
す
。

強
風
に
よ
り
樹
木
が
電
線
な
ど

に
接
触
し
、
電
気
事
故
に
至
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

台
風
被
害
が
予
想
さ
れ
た
ら

事
前
に
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
扉
の

固
定
や
通
気
口
の
目
張
り
、
電

線
や
電
気
設
備
付
近
の
樹
木
の

枝
切
り
な
ど
の
対
策
も
ご
検
討

く
だ
さ
い
。
備
え
に
対
す
る
日

頃
か
ら
の
意
識
が
大
切
で
す
。

こちら保安部

あ
り
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う

芝
居
小
屋
の
中
で
観
客
に
涼
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
演

出
の
１
つ
だ
っ
た
。

夏
の
風
物
詩
と
し
て
初
夏
の

頃
に
な
る
と
冷
や
水
売
り
が
街

中
に
現
れ
る
。
清
水
に
砂
糖
と

白
玉
を
加
え
て
提
供
さ
れ
、
少

し
で
も
冷
た
く
感
じ
る
よ
う
金

属
製
の
器
が
多
く
使
わ
れ
た
。

だ
が
、
冷
や
す
ば
か
り
で
は

な
い
。
温
か
い
甘
酒
も
庶
民
に

親
し
ま
れ
た
。
甘
酒
は
夏
の
季

語
に
な
る
ほ
ど
こ
の
時
季
の
定

番
の
飲
み
物
だ
っ
た
。
現
代
で

は
冬
の
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
と
し

て
定
着
し
て
い
る
が
、「
飲
む

点
滴
」
と
も
呼
ば
れ
る
甘
酒
は

栄
養
豊
富
で
、
暑
さ
で
弱
っ
た

胃
腸
の
回
復
や
夏
バ
テ
の
防
止

に
役
立
っ
て
い
た
。

令
和

近
年
で
は
屋
外
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
を
中
心
に
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト

の
設
置
が
目
立
つ
。
打
ち
水
の

江
戸

江
戸
の
人
々
は
自
然
の
風
と

水
を
上
手
く
活
用
し
暑
さ
を
し

の
い
で
い
た
。
夏
の
強
い
日
差

し
を
す
だ
れ
や
よ
し
ず
で
遮

り
、
打
ち
水
を
す
る
こ
と
で
涼

し
い
風
を
吹
き
抜
け
さ
せ
た
。

特
に
水
は
、
野
菜
や
す
い
か
を

浮
か
べ
て
冷
や
し
た
り
、
た
ら

い
に
入
れ
て
子
ど
も
を
行
水
さ

せ
た
り
と
、
涼
を
と
る
の
に
よ

く
使
わ
れ
た
。

歌
舞
伎
で
は
本ほ

ん

水み
ず

と
い
っ
て

舞
台
上
で
実
際
に
雨
を
降
ら
す

な
ど
の
水
を
使
用
す
る
演
目
が

よ
う
に
気
化
熱
を
利
用
し
て
気

温
や
体
感
温
度
を
下
げ
る
仕
組

み
だ
。
窓
辺
に
は
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
て
直
射
日

光
を
和
ら
げ
、
空
調
効
率
を
上

げ
る
工
夫
も
見
受
け
ら
れ
る
。

水
や
日
陰
の
活
用
は
、
江
戸
か

ら
形
を
変
え
て
現
代
に
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

一
方
、
現
代
人
の
夏
バ
テ
は

必
要
以
上
に
体
を
冷
や
し
て
し

ま
う
こ
と
が
一
因
に
な
っ
て
い

る
。
過
度
に
冷
房
を
効
か
せ
た

り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
冷

た
い
物
ば
か
り
食
べ
る
と
い
っ

た
行
動
は
つ
い
し
が
ち
で
あ

る
。
江
戸
の
よ
う
な
自
然
か
ら

の
涼
だ
け
に
頼
る
の
は
難
し
い

が
食
事
の
見
直
し
や
体
を
冷
や

し
過
ぎ
な
い
工
夫
で
夏
バ
テ
を

予
防
す
れ
ば
暑
い
季
節
も
少
し

は
快
適
に
過
ご
せ
る
か
も
し
れ

な
い
。
白
湯
や
甘
酒
と
い
っ
た

温
か
い
飲
み
物
で
内
臓
を
温
め

る
こ
と
は
江
戸
庶
民
だ
け
で
な

く
現
代
人
に
も
有
効
だ
ろ
う
。

江
戸
の
夏
、涼
に
加
え
て
温
も
利
用

現
代
の
よ
う
に
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
の
な
い
江
戸
時
代
の
夏
。
そ
こ
に
暮
ら
す
庶
民
が
ど
の

よ
う
に
し
て
暑
さ
を
乗
り
切
っ
て
い
た
の
か
の
ぞ
い
て
み
る
。

日
本
の
た
め
に
、
お
客
様
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
震
源
地
に
最
も
近

い
陸
地
で
あ
る
牡
鹿
半
島
。
そ
の
突
端

に
位
置
す
る
宮
城
県
石
巻
市
鮎
川
浜

は
、
東
北
三
大
霊
場
の
１
つ
で
あ
る
海

を
挟
ん
だ
対
岸
の
島
・
金
華
山
の
参
拝

拠
点
と
な
る
町
だ
。
半
島
で
唯
一
の
観

光
ホ
テ
ル
で
あ
る
島し

ま
め
ぐ
り周
の
宿
さ
か
井

（
旧
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
さ
か
井
）
は
、

金
華
山
を
は
じ
め
と
す
る
牡
鹿
半
島
の

美
し
い
島
々
を
一
望
で
き
る
見
晴
し
が

自
慢
。
震
災
と
コ
ロ
ナ
禍
で
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
地
域
観
光
振
興
の
た
め
奮
闘

す
る
。

「
あ
の
日
は
い
つ
も
通
り
、
関
東
圏

か
ら
の
団
体
旅
行
の
ツ
ア
ー
対
応
を
し

て
い
ま
し
た
」。
代
表
取
締
役
の
遠
藤

秀
喜
さ
ん
は
、
被
災
時
の
写
真
を
見
な

が
ら
当
時
を
振
り
返
る
。

震
災
前
は
金
華
山
を
訪
れ
る
団
体
が

メ
イ
ン
の
客
層
だ
っ
た
。
２
０
１
１
年

３
月
11
日
も
普
段
の
よ
う
に
金
華
山
か

ら
フ
ェ
リ
ー
で
鮎
川
港
に
戻
り
、
港
に

隣
接
す
る
自
社
の
食
事
処
で
昼
食
を
提

供
し
た
。
地
震
の
発
生
は
ホ
テ
ル
に
戻

り
休
憩
に
入
っ
た
と
き
だ
っ
た
。
頑
丈

な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
た

め
、
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
停
電

や
通
信
の
遮
断
で
外
部
か
ら
の
情
報
が

途
絶
し
た
。

状
況
が
把
握
で
き
な
い
中
、
半
島
と

金
華
山
の
間
の
海
の
水
が
引
い
て
い
く

な
く
さ
れ
た
。
遠
藤
さ
ん
も
一
時
は
廃

業
を
考
え
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
女
川

原
発
復
旧
の
た
め
の
作
業
員
の
宿
泊
拠

点
と
し
て
打
診
を
受
け
、
復
興
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
事
業
継
続
を

決
意
。
被
災
し
た
地
元
住
民
に
対
す
る

宿
泊
・
入
浴
の
援
助
と
並
行
し
て
建
物

や
設
備
の
最
低
限
の
補
修
を
終
え
、
地

震
発
生
か
ら
約
７
カ
月
後
の
10
月
15
日

に
営
業
を
再
開
し
た
。
以
後
は
港
や
道

路
の
復
興
工
事
業
者
に
も
宿
泊
拠
点
を

提
供
。
金
華
山
の
地
盤
沈
下
で
観
光
が

下
火
に
な
っ
た
時
期
も
な
ん
と
か
乗
り

越
え
た
。

当
時
は
目
の
前
の
こ
と
に
夢
中
だ
っ

た
が
、
結
果
と
し
て
、
移
り
変
わ
る
状

況
に
適
宜
対
応
す
る
こ
と
で
難
局
を
打

開
し
て
い
っ
た
。
復
興
工
事
の
落
ち
着

い
た
今
で
は
観
光
ホ
テ
ル
の
様
相
を
取

り
戻
し
て
お
り
、
津
波
被
害
を
受
け
た

食
事
処
の
跡
地
に
建
っ
た
「
ホ
エ
ー
ル

タ
ウ
ン
お
し
か
」
に
新
し
く
レ
ス
ト
ラ

ン
を
出
店
す
る
な
ど
、
地
域
振
興
に
も

一
役
買
っ
て
い
る
。

近
年
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の

影
響
か
、
金
華
山
を
目
指
す
若
い
客
層

は
増
え
て
い
る
。「
２
０
２
５
年
に
は

金
華
山
の
12
年
に
１
度
の
大
イ
ベ
ン
ト

〝
巳
年
の
大
祭
〞
が
あ
り
ま
す
。
お
土

産
や
ツ
ア
ー
内
容
な
ど
、
す
で
に
商
品

開
発
を
始
め
て
い
ま
す
」。
こ
れ
を
起

爆
剤
に
、
地
元
の
観
光
を
も
っ
と
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
遠
藤
さ
ん
は
意
欲

を
燃
や
す
。
牡
鹿
半
島
だ
け
で
な
く
、

名
勝
・
松
島
も
巻
き
込
ん
だ
「
島し

ま
め
ぐ
り周
ツ

ア
ー
」
と
い
う
企
画
も
、
観
光
の
目
玉

と
し
て
用
意
し
て
い
る
。
度
重
な
る
苦

境
に
も
立
ち
向
か
う
東
北
の
人
々
の
力

強
さ
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

の
を
見
た
。
海
底
が
見
え
る
ほ
ど
の
引

き
潮
に
、
尋
常
で
は
な
い
事
態
を
察
し

た
。「
鮎
川
浜
を
襲
っ
た
津
波
は
高
さ

約
10
㍍
。
港
に
あ
る
食
事
処
は
２
階
ま

で
水
に
漬
か
り
ま
し
た
。
地
震
が
昼
食

時
に
発
生
し
て
い
た
ら
私
た
ち
も
危
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
、
津
波
が
去
っ

た
後
の
被
害
状
況
が
写
さ
れ
た
一
葉
を

手
に
話
す
。
津
波
は
直
接
ホ
テ
ル
ま
で

及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
ホ
テ

ル
の
立
つ
海
抜
80
㍍
の
岸
壁
を
半
分
ほ

ど
ま
で
え
ぐ
っ
た
。
今
も
む
き
出
し
の

地
肌
が
残
っ
て
い
る
。

東
北
地
方
は
周
期
的
に
大
き
な
地
震

に
見
舞
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
遠

藤
さ
ん
も
大
地
震
を
体
験
し
た
の
は
人

生
で
２
度
目
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
食
料

や
石
油
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
地
震
へ
の
備
え

は
万
全
で
、
宿
泊
客
に
寒
さ
や
空
腹
を

感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。た
だ
、

通
信
状
況
が
悪
く
、
そ
の
日
参
加
し
て

い
た
84
人
の
ツ
ア
ー
客
は
帰
宅
す
る
こ

と
も
、
家
族
に
無
事
を
知
ら
せ
る
こ
と

も
で
き
な
い
ま
ま
３
日
間
を
同
ホ
テ
ル

で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

地
元
の
避
難
住
民
を
受
け
入
れ
る
か

た
わ
ら
、
ど
う
に
か
し
て
彼
ら
を
帰
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
電
話
も
通
じ
な

い
う
え
、
道
路
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
寸
断

し
て
い
る
状
況
の
中
、
遠
藤
さ
ん
は
単

テクノユーザー

復興への歩み

52Scene

移
り
変
わ
る
需
要
へ
の
対
応
で
難
局
打
開

保安部制作の「電気安全教
育資料」。電子化された電気
点検簿を利用していれば「お
客様マイページ」から閲覧で
きる。

こ
こ
で
は
人
間
の
活
動
が
自
然
環

境
に
及
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
の
う
ち
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
を

１
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
「
地
球
の
課

題
」
の
タ
イ
ト
ル
で
取
り
上
げ
る
。

◉

こ
れ
か
ら
海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
本

番
を
迎
え
る
が
、
海
岸
に
漂
着
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
す
で
に
各
所

で
問
題
視
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

清
掃
活
動
な
ど
も
盛
ん
だ
。
今
回
は

海
に
流
れ
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
で
形
成
さ
れ
る
「
太
平
洋
ご
み
ベ

ル
ト
」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

海
洋
ご
み
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、多
く
の
人
々

に
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
２
０
０
１
年
、
海
洋
学
者
の
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ア
博
士
が
航
海
中
に

波
間
に
漂
う
大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
発
見
し
、
そ
の
存
在
を
論
文

で
発
表
し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。

太
平
洋
ご
み
ベ
ル
ト
は
、
海
流
や

偏
西
風
な
ど
の
影
響
で
特
定
海
域
に

形
成
さ
れ
や
す
い
。
現
在
最
も
大
き

い
固
ま
り
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の

は
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
ハ
ワ
イ
諸
島
の

間
に
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。

太
平
洋
ご
み
ベ
ル
ト
は
90
％
以
上

を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
占
め
て
お
り
、

総
面
積
は
約
１
６
０
万
平
方
㌔
㍍
。

こ
れ
は
日
本
の
面
積
（
約
38
万
平
方

㌔
㍍
）
の
４
倍
以
上
で
あ
る
。
付
近

を
行
き
来
す
る
魚
や
鳥
の
誤
飲
が
絶

え
ず
、
中
に
は
海
面
を
漂
う
漁
網
に

か
ら
ま
り
死
ん
で
し
ま
う
生
き
物
も

多
い
と
い
う
。

海
洋
学
者
や
漁
業
関
係
者
な
ど
が

立
ち
上
が
り
、
ご
み
を
回
収
す
る
動

一
層
の
進
化
を
進
め
て
お
り
、
回
収

量
の
増
加
と
環
境
負
荷
低
減
の
両
立

を
目
指
し
て
い
る
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
後

世
に
残
し
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
解
決
は
待

っ
た
な
し
だ
。浜
辺
で
は
も
ち
ろ
ん
、

道
端
で
の
ポ
イ
捨
て
も
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
形
成
の
一
因
と
な
る
。

今
年
４
月
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
法
も
施
行
さ
れ
た
。
私
た
ち
自

身
が
地
球
に
与
え
た
「
課
題
」。
解

消
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

大海を漂う巨大なプラスチックごみの固まり

島周の宿さか井の代表取締役 遠藤秀喜さん。東日本大震災後も激変する状況に適宜対
応していくことで事業を継続させている。

牡鹿の島々とともに生き抜く

Ｑ

Ａ

uestion

nswer

Ｑuestion

Ａnswer

温室効果ガスが増えるとどうなるの？

温室効果ガスとは？

太
平
洋
ご
み
ベ
ル
ト

身
車
を
走
ら
せ
た
。
仙

台
中
心
部
ま
で
た
ど
り

着
い
た
と
こ
ろ
で
や
っ

と
電
話
が
通
じ
、
宿
泊

客
を
関
東
へ
送
り
届
け

る
た
め
の
バ
ス
２
台
を

チ
ャ
ー
タ
ー
で
き
た
。

そ
れ
ま
で
音
信
不
通

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ツ

ア
ー
主
催
の
旅
行
代
理

店
も
最
悪
の
事
態
を
想

定
し
て
い
た
と
い
う

が
、
84
人
は
全
員
無
事

に
自
宅
へ
帰
る
こ
と
が

で
き
た
。

周
辺
に
あ
っ
た
同
程

度
の
規
模
の
宿
泊
施
設

は
、
建
物
が
修
復
不
能

な
レ
ベ
ル
の
被
害
を
受

け
た
た
め
廃
業
を
余
儀

き
も
出
て
い

る
。Ｎ

Ｇ
Ｏ
オ
ー

シ
ャ
ン
・
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ

を
立
ち
上
げ
、

海
洋
上
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み

回
収
装
置
の
開

発
に
取
り
組
む

オ
ラ
ン
ダ
人
の

ボ
イ
ヤ
ン
・
ス

ラ
ッ
ト
さ
ん
も

そ
の
１
人
。
試

行
錯
誤
を
重

ね
、
２
０
１
９

年
に
は
太
平
洋

か
ら
９
０
０
０

㌔
㌘
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を

回
収
で
き
た
。

現
在
は
装
置
の

https://econews.jp/article/report/allforjapan/
https://cubicle-hoan.jp/learnning/learnning02.html
https://econews.jp/article/column/imamukashi/
https://econews.jp/article/learn/tekkunqa/
https://cubicle-hoan.jp/poster.html


（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２２年 （令和４年） 夏季　第69号　【季刊】

東
京
・
新
宿
駅
西
口
。
Ｊ
Ｒ

の
複
数
路
線
が
通
る
大
ガ
ー
ド

そ
ば
の
フ
ァ
イ
ブ
ケ
イ
ビ
ル

は
、
牛
丼
チ
ェ
ー
ン
店
や
居
酒

屋
の
入
る
４
階
建
て
の
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
。
１
９
９
９
年
に
、
こ

の
飲
食
店
街
一
帯
で
起
き
た
火

ナ
ン
ト
へ
請
求
書
を
発
行
し
て

い
た
。
数
字
の
読
み
間
違
い
や

計
算
ミ
ス
が
な
い
か
と
い
っ
た

不
安
が
伴
う
作
業
だ
っ
た
。

「
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

は
嘘
を
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

テ
ナ
ン
ト
さ
ん
も
請
求
額
の
根

拠
を
気
に
す
る
方
が
増
え
ま
し

た
。
そ
う
し
た
点
で
気
持
ち
は

楽
に
な
り
ま
し
た
ね
」

た
だ
、
自
動
化
す
る
こ
と
で

楽
に
な
る
の
は
当
た
り
前
の
こ

と
だ
と
も
話
す
。

「
自
動
検
針
サ
ー
ビ
ス
そ
の

も
の
よ
り
も
、
シ
ス
テ
ム
の
移

行
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
こ
と
が

よ
か
っ
た
。
導
入
に
伴
う
工
事

は
、
事
前
に
綿
密
な
打
ち
合
わ

災
の
あ
と
に
建
て
ら
れ
た
。

も
と
も
と
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
興
味
が
あ
っ
た
と
話
す
の

は
ビ
ル
を
所
有
す
る
会
社
の
役

員
の
１
人
で
あ
る
久
田
見
さ

ん
。
自
身
も
複
数
の
飲
食
店
を

経
営
す
る
中
で
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
や

勤
怠
管
理
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
利

用
、
カ
メ
ラ
を
利
用
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
店
舗
サ
ポ
ー
ト

な
ど
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
自
然
な
流
れ
で
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
の
自
動
検
針
サ
ー
ビ
ス
導

入
も
決
め
た
と
い
う
。

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
以
前
は

毎
月
人
の
手
に
よ
っ
て
電
気
と

水
道
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
、

そ
の
検
針
数
値
を
も
と
に
各
テ

「エコテナント」とは

　一般的なテナントビルは、ビル全
体で一括受電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力会社へまと
めて支払っている。オーナーはテナン
トの使用分を立て替えるため、個々の
テナントに対し、それぞれに応じた電
気料金を請求する。そこには子メータ
ーの検針、料金算出、請求管理とい
った手間のかかる業務が伴う。
　「エコテナント」はオーナーをわずら
わせていたそれらの業務をすべて代
行するサービスである。既存の子メー
ターは自動検針のスマートメーターに
変更され、月々の使用量は日本テクノ
に伝送される。オーナーとテナントの
双方にとって、ともに信頼性を高めら
れるシステムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

協
力
会
保
安
本
部
は
２
０
２
２
年
４
月
に

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
テ
ク
ノ
と
業
務
提
携
関
係
に
あ
る

「
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
」（
以
下
、

協
力
会
）
の
電
気
主
任
技
術
者
（
以
下
、
技

術
者
）
の
数
は
１
３
０
０
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
当
本
部
は
、
広
が
り
を
増
す
協
力
会
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
応
し
な
が
ら
、
技
術
者

さ
ん
が
今
後
も
安
全
・
安
心
な
保
安
点
検
業

務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
専
門
的
な
組
織
の

設
置
が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断
の
も
と
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。

協
力
会
保
安
本
部
に
属
す
る
協
力
会
管
理

部
に
は
、
協
力
会
支
援
課
と
協
力
会
管
理
課

の
２
つ
の
課
が
あ
り
ま
す
。

協
力
会
支
援
課
は
、
作
業
服
、
会
員
証
な

ど
の
備
品
手
配
や
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る

技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
取
り
ま
と
め
、
設
備
変
更

に
伴
う
契
約
の
条
件
変
更
、
電
気
点
検
簿
の

重
要
な
業
務
で
す
の
で
、
ミ
ス
を
し
な
い
よ

う
申
請
方
法
な
ど
を
リ
ス
ト
に
ま
と
め
社
内

で
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
契
約
書
の
電
子
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
紙
ベ
ー
ス
の
契
約
書
で
は
書
類
の
発

送
が
必
要
に
な
り
、
か
つ
郵
送
な
ど
に
日
数

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
電
子
化
・

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
こ
と
で
、
発
送
業
務

は
な
く
な
り
、
時
間
と
コ
ス
ト
が
削
減
で
き

ま
し
た
。

新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
る
際
は
、
な
か

な
か
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
が
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
と
、
大

き
な
う
れ
し
さ
と
達
成
感
が
得
ら
れ
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
挑

戦
は
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

仕
事
を
す
る
う
え
で
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
期

日
を
必
ず
守
る
」
で
す
。

私
が
当
社
に
入
社
し
た
１
９
９
８
年
と
比

べ
る
と
組
織
は
か
な
り
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、組
織
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
で
完
結
す
る
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
が
期
日
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
周
り
の
方
々

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

協
力
会
の
技
術
者
さ
ん
や
、
ひ
い
て
は
お
客

様
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
、
技
術
者
さ
ん
、
お
客
様
と
は
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
良
好
な
関
係
づ
く
り
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
期
日
と
い
う
約
束
を
守
っ
て

い
く
こ
と
で
、
信
頼
が
芽
生
え
、
い
つ
の
日

か
大
き
な
信
頼
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
協
力
会
管
理
部
。
期

日
を
守
る
こ
と
も
含
め
、
技
術
者
さ
ん
か
ら

頼
ら
れ
る
部
署
に
成
長
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も

う
１
つ
の
協
力
会
管
理
課
は
、
経
済
産
業
省

産
業
保
安
監
督
部
へ
の
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
行
い
ま
す
。
２
つ
の
課
が
、
関
連
業
務

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ー
を
し
っ
か
り

し
て
い
く
こ
と
で
、
技
術
者
さ
ん
の
働
く
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
の
産
業
保
安
監
督
部
は
全
国

に
10
カ
所
あ
り
ま
す
。
地
域
ご
と
に
法
令
の

解
釈
が
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
申
請
時
に
は

地
域
の
実
情
に
即
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。
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日本テクノ
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各部署キーパーソンが語る
信
頼
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で

良
好
な
関
係
を
築
き
上
げ
る

自動化サービスの導入は自然な流れ
スムーズな工事やテナントへの対応にも満足

高
圧
受
変
電
設
備
は
、
事
業

場
で
起
こ
っ
た
不
具
合
が
原

因
で
周
辺
に
停
電
が
広
が
ら

な
い
よ
う
波
及
事
故
防
止
装
置

を
備
え
て
い
る
。
そ
う
し
た

防
止
装
置
の
１
つ
に
地
中
線

用
ガ
ス
負
荷
開
閉
器
Ｕ
Ｇ
Ｓ

（Underground Gas Switch

）

が
あ
る
。
Ｕ
Ｇ
Ｓ
は
電
柱
に
よ

る
配
電
線
路
が
な
い
地
域
で
、

電
力
会
社
と
の
責
任
分
界
点
に

設
置
す
る
の
が
一
般
的
だ
。
地

絡
・
短
絡
事
故
が
発
生
し
た
際
、

制
御
装
置
が
動
作
し
開
閉
器
を

開
放
さ
せ
る
こ
と
で
送
電
路
か

ら
切
り
離
し
、
送
電
線
へ
の
波

及
事
故
を
防
止
す
る
。

Ｕ
Ｇ
Ｓ
は
波
及
事
故
防
止
の

点
で
は
重
要
な
装
置
だ
が
、
内

部
で
使
用
し
て
い
る
絶
縁
用
の

ガ
ス
が
近
年
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
と
い
う
の
も
二
酸
化
炭
素

の
温
暖
化
係
数
を
１
と
す
る

と
、
絶
縁
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
Ｓ

Ｆ
６
（
六
フ
ッ
化
硫
黄
）
ガ
ス

は
お
よ
そ
２
万
２
８
０
０
に
な

り
、大
気
中
に
拡
散
し
た
場
合
、

地
球
環
境
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
か
ら
だ
。

優
れ
た
装
置
と
は
い
え
、
環

境
負
荷
を
考
え
る
と
順
次
使
用

を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得
し
て
い

る
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
で
Ｉ
Ｓ

Ｏ
社
内
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

温
暖
化
抑
制
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

た
が
ア
ー
ク
を
消
滅
さ
せ
る
の

に
大
き
な
空
気
室
を
設
け
る
な

ど
装
置
が
大
型
に
な
り
が
ち
だ

っ
た
。「
そ
れ
も
メ
ー
カ
ー
の

技
術
革
新
が
進
み
Ｕ
Ａ
Ｓ
は
小

型
化
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
Ｕ
Ａ
Ｓ
の
販
売
比
率
を

増
や
し
て
い
く
計
画
で
す
」。

Ｕ
Ｇ
Ｓ
は
廃
棄
す
る
と
き
ガ

ス
が
飛
散
し
な
い
よ
う
抜
き
取

り
処
理
の
た
め
の
別
途
費
用
が

か
か
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
導
入

企
業
の
負
担
に
な
っ
て
い
た
。

Ｕ
Ａ
Ｓ
な
ら
そ
の
負
担
も
必
要

な
く
な
る
。

地
球
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
に

役
立
つ
電
気
設
備
の
普
及
を
よ

り
一
層
進
め
た
い
日
本
テ
ク
ノ

エ
ン
ジ
は
、
今
後
も
関
連
情
報

の
収
集
や
そ
の
提
供
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

を
務
め
る
管
理
部
技
術
課
の
猪

股
仁
課
長
は
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

「
現
在
は
、
ガ
ス
で
な
く

空
気
で
絶
縁
す
る
Ｕ
Ａ
Ｓ

（Underground Air Switch

）

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
事
故
が

波
及
し
な
い
よ
う
開
閉
器
が
電

気
を
遮
断
す
る
と
き
、
接
点
が

放
電
し
火
花
に
た
と
え
ら
れ
る

ア
ー
ク
が
飛
び
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
６

ガ
ス
は
こ
の
ア
ー
ク
を
短
時
間

で
消
滅
で
き
る
た
め
長
年
使
わ

れ
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
近

年
は
Ｕ
Ａ
Ｓ
の
性
能
が
向
上
し

て
き
た
の
で
、
こ
ち
ら
を
推
奨

し
て
い
ま
す
」

こ
れ
ま
で
も
Ｕ
Ａ
Ｓ
は
あ
っ

温室効果ガス不使用製品を推奨

せ
を
し
て
、
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
が

営
業
し
な
が
ら
電
気
を
止
め
る

こ
と
な
く
で
き
ま
し
た
。
工
事

の
段
取
り
も
し
っ
か
り
し
て
い

た
印
象
で
す
。
電
気
に
関
し
て

は
素
人
な
の
で
、
テ
ナ
ン
ト
さ

ん
と
の
間
に
立
っ
て
対
応
し
、

き
ち
ん
と
説
明
し
て
く
れ
た
の

も
助
か
り
ま
し
た
」

フ
ァ
イ
ブ
ケ
イ
ビ
ル
で
は
、

そ
の
立
地
を
生
か
し
、
屋
上
に

設
置
し
た
カ
メ
ラ
か
ら
新
宿
の

様
子
を
動
画
サ
イ
ト
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
配
信
し
て
い
る
。
も
と

も
と
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一

環
で
始
め
た
こ
と
だ
っ
た
が
、

交
通
事
故
や
事
件
が
起
き
た
際

の
情
報
源
と
な
り
、
地
域
の
安

全
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

今
後
も
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
や
動

画
配
信
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
効
果
的
に
活
用
し
な

が
ら
、
ビ
ル
と
地
域
の
安
全
に

も
配
慮
し
、
同
地
区
の
発
展
に

貢
献
し
た
い
考
え
だ
。

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ

安
全
・
安
心
が
大
前
提

困ったときに思い出してもらえるよう
こまめなコミュニケーションを日頃から

る
細
谷
克
己
さ
ん
だ
。

「
ゴ
ム
製
品
は
加
工
し
や

す
い
よ
う
原
料
に
各
種
薬
品

を
添
加
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

添
加
物
が
材
料
と
よ
く
混
ざ

り
合
う
に
は
適
し
た
温
度
が

あ
り
、
製
造
時
に
は
そ
の
管

理
が
重
要
で
す
。
熱
源
の

ヒ
ー
タ
ー
は
電
気
で
温
度
を

調
整
す
る
の
で
、
安
定
し
た

電
力
を
使
え
る
こ
と
が
製
品

の
品
質
保
持
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
芝
崎
さ
ん
は
そ
の
重
要

な
電
気
の
使
用
環
境
を
支
え

て
く
れ
る
存
在
。
単
な
る
点

検
だ
け
で
な
く
、
各
種
機
器

の
稼
働
状
況
な
ど
も
説
明
し

て
も
ら
え
る
の
で
非
常
に
頼

り
に
し
て
い
ま
す
」

以
前
、
ト
ラ
ン
ス
の
入
れ

替
え
を
行
っ
た
と
き
、
一
部

に
不
具
合
が
あ
り
加
工
機
器

の
電
源
が
入
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
際
も
芝
崎

さ
ん
が
駆
け
つ
け
、
原
因
を

突
き
止
め
た
。
そ
れ
が
で
き

た
の
も
、
芝
崎
さ
ん
が
日
頃

か
ら
お
客
様
と
良
好
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け

て
い
た
か
ら
だ
。

「
電
気
の
こ
と
で
困
っ
た

ら
私
の
存
在
を
す
ぐ
思
い
出

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
日

頃
か
ら
こ
ま
め
に
情
報
提
供

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
電

気
の
事
故
が
増
え
る
時
期
。

８
月
に
は
日
本
テ
ク
ノ
が
作

成
し
て
い
る
電
気
使
用
安
全

月
間
ポ
ス
タ
ー
を
プ
リ
ン
ト

し
て
お
客
様
に
配
り
、
電
気

の
使
い
方
を
意
識
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

安
全
・
安
心
を
大
前
提
に
置

き
な
が
ら
、
お
客
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
忘
れ

ず
に
、
電
気
の
保
安
管
理
に

努
め
ま
す
」

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
（
以
下
、
協
力
会
）
東

京
05
グ
ル
ー
プ
の
芝
崎
健
治

さ
ん
は
、
電
気
関
連
の
設
備

管
理
に
携
わ
る
中
で
保
安
管

理
業
務
に
関
心
を
抱
き
、
電

気
技
術
者
の
資
格
を
取
得
。

そ
の
後
実
務
経
験
を
積
み
、

２
０
１
６
年
９
月
に
協
力
会

に
加
入
し
た
。

「
墨
田
区
を
中
心
に
58
件

の
保
安
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
よ
い
く
ら
い

の
ペ
ー
ス
で
働
け
て
い
ま

す
。
大
切
に
し
て
い
る
の
は

安
全
か
つ
安
心
し
て
電
気
を

利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
で

す
。例
え
ば
点
検
後
、キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
の
ド
ア
を
閉
め
忘
れ

て
風
で
開
い
て
し
ま
う
よ
う

な
事
態
に
な
れ
ば
お
客
様
を

危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま
い
ま

す
。
日
頃
の
点
検
で
も
手
順

に
沿
っ
て
確
認
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
内
に
忘
れ
物
が
な
い

日本テクノ協力会・日電協　東京05グループ 芝崎健治さん

細谷ゴム工業の細谷克己さん（右）と技術者の芝
崎健治さん。

日
本
テ
ク
ノ
グ
ル
ー
プ
の
「
設
備
改
善
」
分
野
を
担
う
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
株
式
会

社
は
、
各
種
工
事
な
ど
実
績
を
重
ね
る
中
で
、
環
境
保
全
や
持
続
可
能
な
事
業
構
築
と
い

っ
た
大
局
的
な
視
野
で
必
要
な
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
蓄
積
し
て
き
た
。
今

回
は
、地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
な
が
る
高
圧
受
変
電
設
備
の
機
器
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

日本テクノエンジが高圧キャビネット内に設置したUAS。技術
革新が進み小型の製品が増えた。

　日本テクノグループの一員として電気に関す
る「設備改善」を担う。ユーザーが実施する電
力分野の改善活動は「運用」「調達」「設備」
の３つに大別されるが、そのうちの１つの柱を
専門的にサポートする。
　具体的には「受変電設備の改修」「省エネ機
器の導入」「再生可能エネルギー設備の設置」
などを提案し、お客様のより効率的な事業運
営に役立てる。これによりグループ全体で、改
善活動の３つの柱をワンストップで提供する
体制が構築されている。

空
気
絶
縁
型
の
普
及
へ

久田見さん。

東京都新宿区◎ファイブケイビル

モットーは「期日を必ず守る」

協力会保安本部 協力会管理部
部長　内野清史

か
、
鍵
は
か
け

た
か
な
ど
何
度

も
チ
ェ
ッ
ク
し

て
か
ら
現
場
を

離
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」

そ
ん
な
芝
崎

さ
ん
を
頼
り
に

す
る
の
が
、
株

式
会
社
細
谷

ゴ
ム
工
業
の
代

表
取
締
役
で
あ

ENG
FOCUS
エ ン ジ・フ ォ ー カ ス

https://www.nichidenkyo.jp/recruit/interview/
https://www.nt-e.jp/works/
https://eco-tenant.jp/case/index.html
https://www.nt-e.jp/
https://www.nt-e.jp/
https://eco-tenant.jp/
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https://www.gift-street.com/special-contents/wappy/index.html
https://www.gift-street.com/user_data/forcompany
https://gift-map.jp/
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※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

　ここでは日本テクノの提供する各種サービスの導入事例を紹介する（記事は取材当時の内
容）。主力商品である「SMART CLOCK（スマートクロック）」と「SMARTMETER ERIA（ス
マートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」に加え、お客様同士のＭ＆Ａなどを仲介する「GIFT 
map」の３つの商品・サービスだ。これらは省エネ活動による環境対策や事業承継による産
業基盤づくりなどSDGsの目標にもつながっている。

学
校
法
人
太
陽
学
院
は
、

北
海
道
函
館
市
を
は
じ
め
全
国

に
７
カ
所
の
児
童
教
育
・
保
育

施
設
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の

１
つ
、
認
定
こ
ど
も
園
第
二

太
陽
の
子
幼
稚
園
に
２
０
１
９

年
12
月
、電
気
の
「
見
え
る
化
」

が
導
入
さ
れ
た
。
当
時
を
振
り

返
っ
て
園
長
の
若
松
優
美
さ
ん

は
「
省
エ
ネ
と
い
っ
て
も
最
初

は
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
営
業
担
当
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
、
ま
ず

は
取
り
組
み
や
す
い
電
力
ピ
ー

ク
の
引
き
下
げ
か
ら
始
め
ま
し

た
」
と
話
す
。

電
力
の
使
用
状
況
の
デ
ー
タ

を
検
証
し
て
み
る
と
、
ピ
ー
ク

は
冬
場
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

９
時
30
分
で
あ
る
と
判
明
し

た
。
調
理
場
で
昼
食
と
お
や
つ

の
調
理
を
始
め
る
時
間
だ
。
調

理
ス
タ
ッ
フ
は
外
部
か
ら
の
派

遣
な
の
で
作
業
時
間
は
ず
ら
せ

な
い
。
若
松
さ
ん
は
自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と
を
探
し
た
。

「
園
児
は
７
時
頃
か
ら
登
園

し
ま
す
。
温
水
床
暖
房
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
早
朝
は
寒
い

の
で
、
空
調
を
併
用
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
８
時
30
分
に
な

れ
ば
、
部
屋
も
暖
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
警
報

の
表
示
に
な
っ
た
ら
空
調
を
止

め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
園
舎

は
自
然
光
を
多
く
取
り
入
れ
る

つ
く
り
で
十
分
明
る
い
の
で
照

明
も
で
き
る
限
り
消
し
ま
す
。

こ
れ
で
８
㌔
㍗
減
の
改
善
が
で

き
ま
し
た
」

そ
の
後
、
調
理
部
門
は
内
製

化
し
、
食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

近
い
調
理
時
間
に
な
る
よ
う
シ

フ
ト
を
組
ん
だ
。
こ
れ
で
さ
ら

に
７
㌔
㍗
下
が
っ
た
。

電
気
を
「
見
え
る
化
」
し
た

効
果
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
職
員

一
人
ひ
と
り
が
空
調
や
照
明
の

切
り
忘
れ
が
な
い
よ
う
心
が

け
、
こ
ま
め
に
対
応
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
働
き
方
改
革
の
一

環
で
残
業
時
間
の
削
減
を
進
め

て
い
て
、
そ
れ
が
使
用
電
力
量

の
改
善
傾
向
も
生
ん
で
い
る
。

導
入
当
初
は
戸
惑
っ
た
が
、

そ
れ
ほ
ど
時
を
か
け
ず
成
果
を

出
せ
た
若
松
さ
ん
。
こ
れ
を
ス

テ
ッ
プ
に
、
省
エ
ネ
を
次
の
段

階
へ
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。「
30
分
単
位
で
使
用
電
力

量
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に

沿
っ
て
行
動
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ

ん
な
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く

と
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
無

駄
が
あ
ぶ
り
出
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

（
２
０
２
２
年
１
月
取
材
）

まずは電力ピークを改善し、次の省エネステップへ
学校法人 太陽学院　認定こども園 第二太陽の子幼稚園 https://www.taiyo.ed.jp/taiyo2/

住
所
◉
北
海
道
函
館
市
亀
田
港

町
１
３
│
５
／
電
話
◉
０
１
３
８

（
４
１
）
９
３
４
５
／
開
園
◉

１
９
７
７
年
／
事
業
内
容
◉
認

定
こ
ど
も
園

事業所DATA

調
理
時
の
電
力
に
対
応

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2019年▶2021年

2019年11月～翌年10月
▶2020年11月～翌年10月

１
９
７
９
年
設
立
の
高
橋
鋼
材

株
式
会
社
は
福
島
市
内
を
中
心
に
鋼

材
一
次
製
品
の
卸
売
を
行
っ
て
い

る
。
代
表
取
締
役
の
高
橋
智
弘
さ
ん

は
父
か
ら
事
業
を
引
き
継
い
だ
が
、

後
継
者
も
お
ら
ず
、
大
き
く
変
化
す

る
社
会
情
勢
の
中
で
今
後
ど
の
よ
う

な
経
営
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
漠

然
と
考
え
始
め
て
い
た
。
そ
ん
な
と

き
に
た
ま
た
ま
訪
問
し
た
Ｍ
＆
Ａ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
事
業
承
継
に
つ
い
て

相
談
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
説
明
に
よ

る
と
会
社
を
丸
ご
と
譲
り
渡
す
以
外

に
も
Ｍ
＆
Ａ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

が
あ
る
と
い
う
。
事
業
の
存
続
と
発

展
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模

索
し
よ
う
と
２
０
２
１
年
７
月
に
仲

介
契
約
を
締
結
し
た
。

一
方
の
東
亜
通
商
株
式
会
社
の

代
表
取
締
役
で
あ
る
市
川
惠
郎
さ
ん

は
２
０
０
８
年
の
就
任
以
来
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
奇
禍
に
遭
い
な
が
ら
も
、
会
社

発
展
の
た
め
に
人
的
・
物
的
投
資
を

継
続
し
て
き
た
。
こ
こ
に
Ｍ
＆
Ａ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
訪
問
し
た
の
は
２
０

２
２
年
１
月
。
市
川
さ
ん
は
同
業
他

社
も
「
同
志
」
と
い
う
視
点
で
助
け

合
い
を
重
視
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
い

た
。
さ
ら
に
高
橋
鋼
材
と
は
か
ね
て

か
ら
取
引
が
あ
り
、
そ
の
事
業
内
容

や
経
営
者
の
人
と
な
り
も
よ
く
わ
か

っ
て
い
た
。

２
０
２
２
年
４
月
、
資
本
業
務
提

携
契
約
の
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
今
回
の
契
約
で
東
亜
通
商
は
高

橋
鋼
材
の
発
行
済
み
株
式
の
30
％
を

取
得
し
、
主
要
株
主
と
な
っ
た
。
資

本
業
務
提
携
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

で
、
事
業
の
す
べ
て
を
譲
り
渡
す
の

で
は
な
く
、
独
立
性
を
維
持
し
た
ま

ま
資
本
面
・
事
業
面
で
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

高
橋
さ
ん
は
「
こ
の
提
携
を
き
っ

か
け
に
良
い
変
化
を
生
み
出
し
て
い

き
た
い
。
独
自
の
や
り
方
で
お
客
様

の
役
に
立
つ
と
い
う
方
針
は
変
え

ず
、
東
亜
通
商
さ
ん
の
知
恵
を
借
り

な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
」
と
今
後

の
意
欲
を
示
し
た
。

市
川
さ
ん
は
「
提
携
に
よ
り
、
少

な
く
と
も
大
き
な
課
題
の
１
つ
は
解

消
が
図
れ
る
」
と
話
す
。
鉄
鋼
は
重

く
か
さ
ば
る
た
め
輸
送
コ
ス
ト
の
管

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ

ａ
ｐ
」
に
よ
る
資
本
業
務
提
携
が
成
立
し
、
２
０
２
２
年
４
月
、
調
印

式
が
行
わ
れ
た
。
同
じ
業
界
に
属
す
る
２
社
が
連
合
を
組
み
、
課
題
の

解
消
と
事
業
戦
略
の
拡
充
に
力
を
注
い
で
い
く
。

調印式を終えて握手を交わす市
川さん（左）と高橋さん。

2021年7月
高橋鋼材 株式会社が
仲介サービス登録

2022年1月
東亜通商 株式会社が
仲介サービス登録

 2 月
トップ面談

 3月
提携スキームの調整

 4月
資本業務提携契約
調印式

提携までの経緯

工場内の作業の様子。 園長の若松優美さん。

サン電子工業の外観。

埼
玉
県
越
谷
市
に
工
場
を
構

え
る
昭
和
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

株
式
会
社
。
創
業
か
ら
半
世
紀

以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
ア
ル
ミ

や
樹
脂
プ
レ
ー
ト
を
は
じ
め
、

シ
ル
ク
、
オ
フ
セ
ッ
ト
、
シ
ー

ル
な
ど
多
様
な
印
刷
に
対
応
す

る
。
２
０
０
８
年
に
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン
21
を
取
得
す
る
な
ど
環

境
面
に
配
慮
し
た
事
業
を
運
営

し
て
き
た
。
そ
の
中
で
電
気
の

使
い
方
も
見
直
し
が
必
要
と
考

え
日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
の
「
見

え
る
化
」
を
導
入
し
た
。

「
成
果
を
出
す
に
は
取
り
組

み
を
日
々
の
習
慣
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
デ
マ
ン

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス

し
て
出
力
し
た
前
日
の
使
用
量

グ
ラ
フ
を
、
毎
日
掲
示
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
製
造
部

門
だ
け
で
な
く
、
営
業
、
業

務
、
品
質
保
証
部
門
の
掲
示
板

に
、
ピ
ー
ク
値
と
そ
れ
が
出
た

時
間
、
使
用
量
も
書
き
添
え
て

注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
ん
で

す
」
と
製
造
部
部
長
の
井
口
忠

久
さ
ん
は
話
す
。

同
社
の
取
引
先
は
工
業
分
野

お
よ
び
医
療
関
係
が
多
く
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
受
注
件
数
が
急

増
し
た
。
そ
こ
で
抜
本
的
な
対

策
と
し
て
約
８
０
０
万
円
を
か

け
て
設
備
を
大
幅
に
入
れ
替
え

る
こ
と
に
し
た
。
最
新
の
シ
ル

ク
印
刷
機
を
導
入
、
さ
ら
に
ボ

ッ
ク
ス
型
乾
燥
機
と
ラ
ミ
ネ
ー

ト
機
を
新
調
し
、
設
置
後
10
年

以
上
を
経
過
し
た
空
調
約
20
台

を
２
〜
３
年
か
け
て
入
れ
替
え

た
。こ
の
投
資
効
果
は
大
き
く
、

売
上
を
伸
ば
し
な
が
ら
契
約
電

力
・
使
用
電
力
量
と
も
に
引
き

下
げ
が
図
れ
た
。

「
受
注
件
数
は
現
在
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
業
務
時
間
も
伸

び
て
い
る
の
で
す
が
、
以
前
よ

り
も
電
気
を
使
わ
ず
に
済
ん
で

い
ま
す
。
売
上
増
と
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
効
果
に
よ
り
、
投
資
は
約

６
年
で
元
が
取
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
」（
井
口
さ
ん
）

同
社
が
活
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
機
能

の
１
つ
が
音
声
案
内
で
あ
る
。

１
日
の
使
用
量
が
目
標
の
70
％

を
超
え
た
時
点
で
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
る
よ
う
セ
ッ
ト
し
て
い

る
。
15
〜
16
時
に
案
内
が
流
れ

る
な
ら
目
標
は
ク
リ
ア
で
き
る

が
、
そ
れ
よ
り
早
い
時
刻
だ
と

超
過
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ

う
し
た
場
合
に
は
、
わ
ず
か
な

無
駄
も
探
す
よ
う
全
員
で
対
応

に
当
た
る
の
も
習
慣
の
１
つ
に

な
っ
て
い
る
。

（
２
０
１
７
年
11
月
取
材
／
２

０
２
２
年
５
月
追
加
取
材
）

設定値の70％を超えるとＳＭＡＲＴＣＬＯＣＫが音声で案内
昭和ネームプレート 株式会社　http://www.showa-np.com/

住
所
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県
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谷
市
蒲
生
３

８
８
２
│
１
（
本
社
：
東
京
）

／
電
話
◉
０
４
８
（
９
８
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７
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／
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９
５
７
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容
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各
種
印
刷
ほ
か

事業所DATA

活
動
の
習
慣
づ
け

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2013年▶2022年

2013年1～12月
▶2021年1～12月

電気の
見える化

主
に
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン

サ
の
設
計
・
製
造
・
販
売
を
行

っ
て
い
る
サ
ン
電
子
工
業
株

式
会
社
（
本
社
：
大
阪
府
四
條

畷
市
）。
２
０
１
２
年
、
東
日

本
大
震
災
の
節
電
要
請
に
応
じ

る
中
で
監
視
装
置
を
設
置
し
デ

マ
ン
ド
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
デ
マ
ン
ド
値
は
２
０
１
０

年
の
ピ
ー
ク
時
に
１
９
０
㌔
㍗

だ
っ
た
が
、
対
策
に
よ
っ
て
１

２
０
㌔
㍗
ま
で
低
減
で
き
た
。

「
で
す
が
、
電
気
の
効
率
的

な
使
用
に
は
デ
マ
ン
ド
だ
け
で

は
な
く
使
用
電
力
量
の
対
策
も

必
要
で
は
な
い
か
」
と
設
計
課

係
長
の
佐
伯
直
哉
さ
ん
は
考
え

た
。
そ
の
と
き
日
本
テ
ク
ノ
の

電
気
の
「
見
え
る
化
」
を
知
り
、

２
０
１
８
年
11
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

を
導
入
。
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
活

動
を
始
動
す
る
。

導
入
に
当
た
り
、
日
本
テ
ク

ノ
の
勉
強
会
が
開
か
れ
た
。
各

班
か
ら
１
人
、
本
社
の
４
分
の

１
の
社
員
が
参
加
し
た
。
内
容

は
電
気
料
金
の
仕
組
み
に
始
ま

り
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
機
能
説
明

な
ど
。
以
前
、
デ
マ
ン
ド
監
視

装
置
を
使
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
す
で
に
社
員
の
意
識
は
高

く
、
内
容
の
理
解
は
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
警
報
発
生
時

の
対
応
も
、
誰
が
い
つ
ま
で
に

何
を
す
る
か
詳
細
に
決
ま
っ
て

い
て
、
あ
と
は
使
用
電
力
量
を

い
か
に
削
減
し
て
い
く
か
だ
け

だ
っ
た
。

そ
の
課
題
の
１
つ
と
し
て
浮

か
ん
だ
の
が
環
境
試
験
室
だ
っ

た
。
コ
ン
デ
ン
サ
の
耐
久
試
験

を
す
る
場
所
で
、
自
動
車
の
エ

ン
ジ
ン
ル
ー
ム
な
ど
を
想
定

し
、
１
５
０
℃
の
高
温
を
４
０

０
０
時
間
持
続
さ
せ
る
と
い
っ

た
環
境
を
つ
く
り
出
す
。
試
験

室
は
１
階
に
あ
る
の
で
、
２
階

は
特
に
夏
場
の
温
度
上
昇
が
激

し
い
。
そ
こ
で
空
調
負
荷
を
少

し
で
も
抑
え
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

早
朝
は
窓
を
開
け
涼
し
い
外

気
を
取
り
込
み
空
調
の
稼
働
を

遅
ら
せ
る
。
残
業
時
は
人
数
が

限
ら
れ
る
の
で
応
接
室
に
集
ま

っ
て
作
業
し
、
フ
ロ
ア
全
体
の

空
調
は
止
め
、
そ
の
部
屋
だ
け

稼
働
す
る
。
そ
う
し
た
地
道
な

努
力
と
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、

全
員
が
さ
ら
に
よ
い
策
は
な
い

か
と
考
え
続
け
て
い
る
。

（
２
０
２
１
年
11
月
取
材
）

温度上昇の避けられない場所も空調使用の効率化
サン電子工業 株式会社　https://www.sunelec.co.jp/
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岡
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東
１
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１
│
１
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／
電
話
◉
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７
２
（
８
７
６
）
１
４
２
１
／
創

立
◉
１
９
５
８
年
／
事
業
内
容

◉
電
子
部
品
の
設
計
・
製
造
・
販

売

事業所DATA

使
用
電
力
量
の
改
善

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2018年▶2021年

2017年11月～翌年10月
▶2020年11月～翌年10月

電気の
見える化 沖

縄
県
那
覇
市
中
心
部
に
あ

る
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
レ
ス
球
陽

館
。
地
域
の
文
化
や
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
空
間
、
食
事
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
「
沖

縄
ロ
ハ
ス
ス
タ
イ
ル
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
す
る
宿
泊
施
設
だ
。

以
前
ま
で
空
調
は
、
冷
却
水

を
全
室
に
循
環
さ
せ
る
チ
ラ
ー

タ
イ
プ
を
使
用
し
て
い
た
。
２

０
１
１
年
、
そ
れ
を
各
客
室
に

つ
け
る
個
別
タ
イ
プ
に
交
換
し

た
。
約
２
５
０
０
万
円
の
費
用

が
か
か
っ
た
が
、
客
室
利
用
率

に
か
か
わ
ら
ず
稼
働
し
て
い
た

以
前
と
比
べ
、
電
力
の
使
用
効

率
は
大
き
く
改
善
し
、
年
間
約

６
０
０
万
円
の
電
気
料
金
が
削

減
で
き
た
。

そ
の
成
果
を
弾
み
に
一
層
の

省
エ
ネ
を
推
進
す
る
た
め
、
日

本
テ
ク
ノ
の
電
気
の
「
見
え
る

化
」
を
導
入
し
た
。

導
入
後
、
社
長
の
金
城
仁
さ

ん
は
「
一
番
い
い
と
思
っ
た
の

は
、
営
業
担
当
さ
ん
に
よ
る
勉

強
会
で
し
た
」
と
話
す
。
現
場

で
省
エ
ネ
活
動
を
実
践
す
る
ス

タ
ッ
フ
に
、
取
り
組
み
方
を
直

接
伝
え
る
勉
強
会
。
電
気
料
金

の
仕
組
み
か
ら
細
か
な
活
動
手

法
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
。
参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら

も
、
ロ
ビ
ー
、
客
室
、
廊
下
の

空
調
運
用
法
な
ど
次
々
に
ア
イ

デ
ア
が
出
た
と
い
う
。

以
来
、
勉
強
会
は
毎
年
夏
前

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
参

加
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
、そ
の
度
、

新
た
な
気
持
ち
で
省
エ
ネ
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

勉
強
会
を
受
け
、
改
善
を
図

っ
た
の
が
空
調
の
運
用
方
法
。

吹
き
抜
け
ロ
ビ
ー
は
空
調
負
荷

が
高
い
た
め
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
が
室
温
に
合
わ
せ
て
こ
ま
め

に
温
度
調
整
す
る
。
そ
こ
に

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
も
併
用
し
て

稼
働
効
率
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
。
客
室
の
空
調
は
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
後
に
支
配
人
が
最
上
階

か
ら
巡
回
し
、
す
べ
て
を
オ
フ

に
し
て
い
く
。
西
側
の
客
室
は

清
掃
後
、
室
温
の
上
昇
を
防
ぐ

た
め
カ
ー
テ
ン
を
引
く
。
た
だ

し
、
お
客
様
が
入
室
し
た
と
き

に
暗
さ
を
感
じ
な
い
よ
う
10
㌢

㍍
だ
け
開
け
て
お
く
。
廊
下
の

空
調
は
14
時
に
稼
働
し
24
時
に

は
す
べ
て
切
る
│
│
と
い
っ
た

厳
密
な
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
迷

わ
ず
行
動
で
き
る
仕
組
み
に
し

て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

金
城
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
時

代
に
合
わ
せ
た
省
エ
ネ
を
行
い

な
が
ら
、
沖
縄
ら
し
い
ホ
テ
ル

づ
く
り
を
進
め
た
い
」と
話
す
。

（
２
０
１
７
年
４
月
取
材
）

空調の運用は厳密なルールに従って効率化
ホテルサンパレス球陽館　https://www.palace-okinawa.com/sunpalace/
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１
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◉

１
９
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／
事
業
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◉
宿

泊
業

事業所DATA
１
階
に
は
高
温
を
発
生
さ
せ
耐
久
試

験
を
行
う
装
置
が
並
ぶ
。

毎
夏
の
意
識
喚
起

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2012年▶2017年

2012年5月～翌年4月
▶2016年5月～翌年4月

電気の
見える化

電気の
見える化

M&A
ビジネスマッチング

同じ業界の同志として手を取り合う
一歩踏み込んだ相互関係の構築

高橋鋼材 株式会社
代表者◉高橋智弘（55歳）／事業内容◉鉄鋼一次製品
の卸売業／所在地◉福島県福島市／設立◉1979年／
従業員数◉5名

東亜通商 株式会社
代表者◉市川惠郎（67歳）／事業内容◉鉄材の加工お
よび販売業／所在地◉福島県郡山市／設立◉1986年
／従業員数◉56名

譲渡側 譲受側

社長の金城仁さん。

迷わず対応できるよう対策手順も掲示。
職員室に設置したＥＲＩＡモニターは朝８時
30分頃から赤の警告表示になっていた。

動画で見る
マッチング事例

理
が
重
要
だ
。別
々
の
会
社
の
場
合
、

製
品
を
混
載
し
て
運
ぶ
と「
運
送
業
」

に
分
類
さ
れ
る
た
め
違
法
行
為
に
な

る
。
だ
が
資
本
業
務
提
携
し
た
こ
と

で
、
仕
入
れ
や
配
送
な
ど
の
共
同
運

行
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
を
端
緒
に

し
て
事
業
戦
略
の
幅
も
広
げ
て
い
け

る
。「
会
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ

イ
ド
が
あ
る
。
今
回
の
資
本
参
加
で

高
橋
鋼
材
を
支
配
す
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
パ
ー

ト
ナ
ー
で
す
。
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

社
長
で
す
が
、
高
橋
さ
ん
は
オ
ー

ナ
ー
社
長
。
ご
苦
労
も
多
い
と
思
う

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
何
で
も
相
談
し

て
ほ
し
い
」（
市
川
さ
ん
）。

今
回
の
Ｍ
＆
Ａ
成
立
の
ポ
イ
ン
ト

は
①
同
業
者
同
士
な
ら
で
は
の
共
通

課
題
が
あ
っ
た
②
独
立
性
を
維
持
す

る
こ
と
で
戦
略
の
幅
が
広
が
る
③
福

島
県
全
域
で
の
販
売
を
強
化
で
き

る
│
│
な
ど
が
あ
る
。
同
業
者
同
士

の
一
歩
踏
み
込
ん
だ
相
互
関
係
の
構

築
で
発
展
へ
の
道
は
広
が
っ
た
。

（
２
０
２
２
年
４
月
取
材
）

お客様の声
日本テクノサービス導入事例

M&A
ビジネスマッチング

電気の
見える化

東
北
エ
リ
ア

福
島
県
鋼
材
卸
会
社
の
資
本
業
務
提
携

▲16.6％

▲0.6％

▲5.8％

▲0.4％

▲22.7％

▲11.4％

ホテルサンパレス球陽館。

▲22.0％

▲9.4％

株式譲渡

分 割

事業譲渡

合 併

業務提携

※企業ＤＡＴＡはいずれも２０２2年4月時点。

https://service.n-techno.co.jp/
https://econews.jp/article/report/case_study/
https://gift-map.jp/
https://gift-map.jp/matching_case
https://gift-map.jp/matching_case/case10
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。アイデアが
掲載された方にはオリジナル「お箸・スプーンセット（竹製）」を、さらに
ご応募いただいた方の中から抽選で「のびのびエコ軍手」をプレゼン
ト！ 投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させ
ていただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日
本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上
記ウェブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつ
くり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメール
マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内
など、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだ
さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

洗濯機を効率的に使う！

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る4文字を組み
合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉最低気温が25℃より下がらない夜を「○○○○夜」といいます。

強
い
日
差
し
の
照
り
つ
け
る

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。
じ

っ
と
し
て
い
て
も
汗
が
落
ち
て

く
る
よ
う
な
暑
い
日
に
は
、
何

度
も
着
替
え
て
気
分
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
！
な
ん
て
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

衣
類
や
タ
オ
ル
な
ど
、
洗
濯

物
が
増
え
て
し
ま
う
夏
。
特
に

外
遊
び
が
大
好
き
な
子
ど
も
の

い
る
家
庭
で
は
、
汗
染
み
や
泥

汚
れ
の
洗
濯
が
大
変
で
す
ね
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
育
て
を
し

て
い
た
頃
は
、
洗
濯
機
は
ま
だ

ま
だ
高
価
な
家
電
で
し
た
。
洗

濯
た
ら
い
と
洗
濯
板
、
石
鹸
で

ご
し
ご
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
布
お

む
つ
も
手
洗
い
で
し
た
。

洗
濯
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
生
活
の
営
み
で
平
安
時
代

の
風
俗
画
に
も
、
井
戸
水
に
浸

し
た
洗
濯
物
を
足
で
踏
み
、
汚

れ
を
落
と
す
様
子
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
江
戸
時
代
に

入
る
と
、
植
物
の
皮
や
米
の
と

ぎ
汁
が
石
鹸
替
わ
り
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
た
ら
い
に

入
れ
て
も
み
洗
い
を
す
る
方
法

が
一
般
的
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
着
物
な
ど
を
洗
濯
す
る
今
で

い
う
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う
な

商
売
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

洗
濯
板
や
石
鹸
が
広
ま
っ
た

の
は
明
治
以
降
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
子
育
て
真
っ
最
中
だ
っ
た

昭
和
の
時
代
ま
で
長
く
こ
の
ス

タ
イ
ル
が
定
番
で
し
た
。
こ
ん

な
ふ
う
に
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
洗
濯
機
に
入
れ
て
ボ

タ
ン
を
押
す
だ
け
で
衣
類
が
き

れ
い
に
な
る
現
代
の
洗
濯
は
本

同調圧力の影響があることを意識して

今
回
は
周
り
に
流
さ
れ
て
し
ま
う

心
理
に
つ
い
て
。
多
数
派
の
意
見
に

は
、
明
確
な
働
き
か
け
が
な
く
て
も

暗
黙
の
う
ち
に
少
数
派
を
抑
え
追
従

さ
せ
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

同
調
圧
力
と
い
い
、
チ
ー
ム
の
仕
事

を
考
え
る
う
え
で
意
識
し
て
お
く
べ

き
こ
こ
ろ
の
作
用
で
す
。

同
調
圧
力
を
示
す
有
名
な
実
験
が

あ
り
ま
す
。
下
の
図
を
見
て
く
だ
さ

い
。
Ａ
と
同
じ
長
さ
の
線
は
、
①
②

③
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん

正
解
は
①
で
す
。
と
こ
ろ
が
も
し
、

多
く
の
人
が
「
正
解
は
②
」
と
答
え

た
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ソ
ロ
モ

ン
・
ア
ッ
シ
ュ
博
士
は
事
前
に
仕
込

ん
で
お
い
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
何
も

知
ら
な
い
被
験
者
を
１
人
加
え
て
こ

の
問
題
を
出
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

が
わ
ざ
と
間
違
っ
て
答
え
、
そ
れ
を

聞
い
た
う
え
で
回
答
す
る
状
況
を
つ

く
っ
た
の
で
す
。
結
果
、
被
験
者
の

多
く
が
仕
込
み
に
よ
る
多
数
意
見
に

同
調
し
て
間
違
っ
た
回
答
を
出
し
ま

し
た
。
普
通
の
状
況
な
ら
ほ
と
ん
ど

が
正
解
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

線
の
長
さ
を
比
べ
る
単
純
な
判
断

個
人
が
意
見
し
や
す
い
環
境
へ

す
る
と
い
う
よ
い
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
利
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
個
人

の
意
見
は
同
調
圧
力
が
影
響
す
る
と

知
っ
て
お
く
の
が
大
切
で
す
。
チ
ー

ム
内
に
そ
う
し
た
意
識
が
あ
れ
ば
、

賛
否
に
か
か
わ
ら
ず
自
分
の
意
見

を
発
し
や
す
く
な
り
、
風
通
し
の
よ

い
組
織
に
育
っ
て
い
き
ま
す
。
主
流

派
の
考
え
と
別
の
意
見
が
あ
る
と
き

は
、
い
っ
た
ん
話
題
が
終
わ
っ
た
後

や
別
の
機
会
を
見
つ
け
て
伝
え
る
な

ど
圧
力
を
回
避
す
る
工
夫
も
自
然
と

生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

相
手
を
気
遣
い
な
が
ら
自
分
の
意

思
を
伝
え
る
方
法
は
、「
ア
サ
ー
シ

ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
同
調

圧
力
の
影
響
を
受
け
過
ぎ
ず
、
考
え

を
適
切
か
つ
建
設
的
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
相
手
も
自
分
も
大
切
に
し
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

チ
ー
ム
の
仕
事
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
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《第13回》

環境問題

常識テス
ト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（68号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

イ）温室効果ガス ロ）野生動物の絶滅
イ）温室効果ガス ロ）森林伐採
イ）プラスチック ロ）野生動物の絶滅
イ）プラスチック ロ）森林伐採

人間活動による気候変動の要因で最も
大きいのは（イ）の排出。その他、都市
開発などによる（ロ）も影響する。（イ）
（ロ）の組み合わせで正しいものは？

Question

4

【４面】テッくんの《環境用語の基礎知識》Q&A

a
b
c
d

自国が決定する貢献
日本十進分類法
航空券新流通規格
国際排出量取引

パリ協定ではすべての締約国が温室効
果ガス削減目標を自ら決め５年ごとに
更新しNDCとして国連に報告する。
このNDCは、次のうちどの略語？

Question

1

【１面】「1.5℃目標」追求を決意

a
b
c
d

マイクロプラスチック
フードバンク
食品リサイクル
食品ロス

本来食べられるにもかかわらず捨て
られているもの。農林水産省と環境省
が発表した2019年度の推計値は年間
570万㌧だった。これを何という？

Question

2

【１面】2019年度推計値 年間570万㌧
（※答えの記載があるため見出し語を一部省略）

a
b
c
d

飲料用ストロー
シャワーキャップ
使い捨てコンタクトレンズ
衣類用カバー

２０２２年４月１日施行のプラスチック資源
循環促進法で、規制対象にされたワン
ウェイプラスチック12製品の中に含ま
れないものは、次のうちどれ？

Question

3

【２面】プラスチック資源循環促進法 施行

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

GIFT street５周年記念ステンレスボトル プレゼント

で
さ
え
同
調
圧
力
が
働
き
、
正
し
い

と
思
う
回
答
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
ん
な
こ
こ
ろ
の
傾
向
を
明

確
に
し
た
実
験
で
す
。
こ
の
同
調
圧

力
は
、
仕
事
に
お
け
る
打
ち
合
わ
せ

や
意
思
決
定
が
伴
う
会
議
な
ど
で
は

よ
り
強
く
働
く
と
い
わ
れ
ま
す
。

と
は
い
え
明
ら
か
な
誤
り
に
賛
同

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
は
別
と
し
て

「
同
調
」
に
は
集
団
の
秩
序
を
維
持

正解者の中から抽選で 30名の方にGIFT street５周年記念ステンレスボトルをプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「パズルの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほしいテーマ」「面白かっ
た記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送ください。なお、当社と契約され
ているお客様の場合は事業場名もご記入ください。また、WEBサイト「Eco News Web Magazine」（https://
econews.jp/）からも応募できます。サイトにアクセスし当コーナー応募フォームのリンクをクリックし
て画面の指示に従いご応募ください。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
締め切りは2022年 9月22日（木）必着。
〈あて先〉〒 163-0653　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【https://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

当
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

で
は
こ
こ
で
洗
濯
機
の
効
率

的
な
使
い
方
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
洗
濯
物
は
洗
濯
機
の
容

量
の
８
割
程
度
に
抑
え
ま
し
ょ

う
。
多
過
ぎ
る
と
時
間
が
か
か

る
う
え
に
洗
濯
物
同
士
が
絡
ん

で
き
れ
い
に
洗
え
ま
せ
ん
。
こ

う
す
る
だ
け
で
電
気
や
水
の
省

エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

ま
た
縦
型
洗
濯
機
を
使
用
し

て
い
る
場
合
は
、
汚
れ
の
ひ
ど

い
も
の
を
下
に
入
れ
ま
す
。
下

の
ほ
う
が
回
転
力
が
強
い
の
で

汚
れ
落
ち
が
よ
く
、
洗
剤
を
必

要
以
上
に
使
わ
な
く
て
も
済
み

ま
す
。
洗
濯
物
の
汚
れ
具
合
に

合
わ
せ
て
、
す
す
ぎ
の
回
数
、

水
量
な
ど
の
コ
ー
ス
を
変
え
る

の
も
効
果
的
で
す
。

時
代
と
と
も
に
手
法
は
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
も
昔
も

洗
濯
は
日
常
の
風
景
。
少
し
の

工
夫
で
、
エ
コ
で
環
境
に
や
さ

し
い
洗
濯
が
で
き
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
ね
。

① CO2排出実質ゼロの脱○○○社会
を目指します。

② 波の○○りが大きいので、海水浴に
は気をつけて。

③ ○○○○クマした夏合宿。競い合っ
てお互い成長したね。

⑥ 日本は1992年の地球○○○トで気
候変動枠組み条約に署名しました。

⑧ 「泳ぐ人」を英語でいうとス○○○。

⑩ カモやアヒルなど水辺に住んでいる
鳥を「ミ○○リ」といいます。

① 地球には、たくさんの生物が暮らし
ています。生物○○○○○。

④ こまめに水分を補給して○○中症対
策をしっかりね。

⑤ ア○○ンは九州の中央、熊本県北東
部に位置する活火山。

⑦ すっきり甘いシュワシュワの炭酸飲
料「○○ダー」。

⑨ 大きな丸や小さな丸をあしらった涼
しげな○○○○模様の夏服。

⑪ 電力を表す単位。記号は「W」。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：a ／ Ｑ２：d ／ Ｑ３：c ／ Ｑ４：b

① ② ③

④

⑨

⑪

⑩

⑧⑦⑥⑤

https://econews.jp/idea2/
日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋 検 索

保
管
さ
れ
て
い
る
最
古
の
表
彰

状
は
昭
和
初
期
の
も
の
。
そ
こ
か

ら
令
和
に
至
る
ま
で
の
膨
大
な
数

の
表
彰
状
が
収
め
ら
れ
た
フ
ァ
イ

ル
を
、
横
田
さ
ん
は
大
事
に
見
せ

て
く
れ
た
。
誇
ら
し
げ
な
表
情
か

ら
蔵
の
長
い
歴
史
に
対
す
る
愛
情

が
垣
間
見
え
た
。
横
田
さ
ん
の
あ

と
に
は
、
専
務
の
昌
樹
さ
ん
、
そ

の
息
子
で
大
学
の
醸
造
科
学
科
に

通
う
昌
幸
さ
ん
が
控
え
る
。
昌
幸

さ
ん
が
杜
氏
と
し
て
蔵
に
入
る
日

も
き
っ
と
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

同
社
は
創
業
者
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
近
江
商
人
の
経
営
哲
学
「
三
方

よ
し
」を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。「
売

り
手
、
買
い
手
の
満
足
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
に
貢
献
し
て
こ
そ
よ
い

商
売
」
と
い
う
考
え
方
だ
。
こ
の

思
想
に
則
り
、
所
蔵
し
て
い
た
江

戸
時
代
の
物
品
を
市
に
寄
贈
し
た

り
、
地
元
の
公
立
学
校
の
職
業
体

験
を
受
け
入
れ
た
り
す
る
な
ど
地

域
の
文
化
・
教
育
に
寄
与
し
て
い

る
。
古
く
か
ら
の
歴
史
を
持
つ
同

社
だ
か
ら
で
き
る
貢
献
の
形
だ
。

長
い
時
間
の
中
で
熟
練
さ
れ
て
き

た
技
術
と
精
神
を
大
切
に
、
横
田

の
酒
づ
く
り
は
続
い
て
い
く
。

（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
サ
イ
ト

特
集
ペ
ー
ジ
で
取
材
の
こ
ぼ
れ
話

を
掲
載
）

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔｒｅｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
）
は
日
本
テ
ク
ノ
の
お
客
様
向
け
サ
ー
ビ
ス
。
同
社
発
行

の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
、
サ
イ
ト
内
の
商
品
（
ギ
フ
ト
）
と
交
換
で
き
る
。
こ
こ
で
は
サ
イ
ト
掲
載

中
の
ギ
フ
ト
か
ら
、
こ
だ
わ
り
の
「
逸
品
」
を
、
提
供
企
業
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
く
。

歴
史
の
中
で
熟
練
さ
れ
た
技
術
と

「
三
方
よ
し
」の
精
神
、こ
れ
か
ら
も

ギフトストリートの逸品

埼
玉
県
行
田
市
は
、
荒
川
と
利

根
川
が
最
接
近
す
る
名
水
の
産

地
。
創
業
の
祖
で
あ
る
横
田
庄
右

衛
門
は
元
々
近
江
の
商
人
だ
っ
た

が
、
江
戸
に
下
っ
た
の
ち
、
日
本

橋
の
酒
問
屋
で
修
業
し
独
立
。
良

質
な
水
を
求
め
て
行
田
に
た
ど
り

着
き
、
地
下
水
が
豊
富
な
こ
の
地

で
酒
づ
く
り
を
始
め
た
。
文
化
２

年
（
１
８
０
５
年
）
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
２
１
７
年
、
横
田

酒
造
は
実
直
に
家
業
を
営
ん
で
き

た
。
代
表
取
締
役
の
横
田
保
良
さ

ん
は「
酒
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、

米
と
水
と
麹
、そ
れ
に
技
術
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
ず
米
は
、
主
に
酒
造
好
適
米

で
あ
る
山
田
錦
（
兵
庫
産
）
を
使

用
す
る
。
米
の
粒
の
大
き
さ
や
水

分
量
は
毎
年
異
な
る
た
め
、
見
極

め
が
重
要
だ
。
水
は
敷
地
内
に
３

つ
あ
る
自
家
井
戸
か
ら
く
み
上
げ

る
。
秩
父
か
ら
流
れ
て
く
る
荒
川

の
伏
流
水
は
ま
ろ
や
か
さ
が
特

30名様
抽選で

日本テクノの
お客様向けサービス
「GIFT street」は
開設５周年を迎えました。
その記念につくった
ステンレスボトル。
公式マスコット

「ワッピー」のイラストを
あしらっています。

長
。
仕
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、
洗
米

や
蒸
米
な
ど
、
水
を
使
う
工
程
は

す
べ
て
こ
の
地
下
水
で
賄
う
。
そ

し
て
麹
は
、
蔵
内
に
あ
る
麹
室
で

手
づ
く
り
す
る
。
酒
の
特
徴
を
決

め
る
重
要
な
部
分
だ
。

酒
づ
く
り
を
統
率
す
る
杜
氏
は

横
田
酒
造
の
社
員
が
担
う
。
同
社

で
は
日
本
三
大
杜
氏
に
数
え
ら
れ

る
岩
手
県
の
南
部
杜
氏
に
所
属
す

る
高
橋
家
の
杜
氏
を
３
代
に
わ
た

り
招
い
て
き
た
。
お
よ
そ
１
０
０

年
間
変
わ
ら
ぬ
味
を
伝
承
し
続

け
、
３
代
目
の
高
橋
清
明
さ
ん
引

退
後
も
社
員
が
技
術
を
継
承
し
品

質
を
維
持
し
て
い
る
。
日
本
酒
の

製
造
技
術
を
全
国
の
蔵
元
が
競
う

「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」
で
同
社
の

製
品
は
五
指
に
入
る
金
賞
受
賞
回

数
を
誇
る
。
匠
の
技
が
確
実
に
受

け
継
が
れ
た
の
だ
。

チームの仕事を考える〈２〉

GIFT street 商品ページ

代
表
銘
柄
「
日
本
橋
」。「
陸
王
」「
の

ぼ
う
の
城
」
は
行
田
市
が
舞
台
の
ド
ラ

マ
・
映
画
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
商
品
。

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
ビ
ン
を

シ
ー
グ
ラ
ス
な
ど
で
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
一
輪
挿

し
に
し
て
い
ま
す
。

＠
に
こ
に
こ
さ
ん

こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た

Aと同じ長さの線は①②③のどれ？

A ① ② ③

横田酒造
「日本橋 大吟醸」
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https://www.gift-street.com/products/detail/1672
https://econews.jp/idea2/
https://econews.jp/idea2/post/
https://econews.jp/idea2/hobby/1684/
https://econews.jp/article/column/kokoro/
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://econews.jp/article/learn/test/
https://econews.jp/newspaper2/paper_office/
https://econews.jp/idea2/post/
https://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
https://www.n-techno.co.jp/25th/goods_card.html



